
教職課程センター報
Vol. 7

2023 年 3 月15 日



山　沢　智　樹	 教員の養成及び採用をめぐる動向に関する一考察　	
─ 令和の日本型学校教育政策は何をもたらすのか ─  ･･････････････････････････････････････ 4

三　上　秀　夫	 課題「ポスターデザイン」の実践について　	
─ 課題解決型のデザイン制作 ─  ････････････････････････････････････････････････････････12

菅　野　修　一	 臭化1-エチル-2,3-ジメチルイミダゾリウムを重合開始剤とすアクリル酸メチルの溶液重合 ････19

高　橋　恵　美	 「さかな丸ごと食育」による総合的な保育の実践　	
─ あゆの里の未来を担う子ども達 ─  ････････････････････････････････････････････････････28

大瀬戸　美　紀	 介護等体験，特別支援教育の指導に関する一考察　	
─ 施設実習日誌の作成とその指導法について ─  ･････････････････････････････････････････34

佐　藤　深　雪	 児童文化財の選び方・扱い方を知る保育内容（言葉）の学び　	
─ 市立図書館と連携した授業の実践 ─  ･･････････････････････････････････････････････････44

2022（令和4）年度　教育実習の実施状況 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････51

目　　　　　次





 *東北生活文化大学 講師 

教員の養成及び採用をめぐる動向に関する一考察  
―令和の日本型学校教育政策は何をもたらすのか―  

 

山沢  智樹 *  

 

１１ ..ははじじめめにに   

 2 0 2 1 年 1 月 2 6 日に公表された中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築

を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実

現～」（以下、2 0 2 1 年 1 月答申） iはタイトルから、今日において目指される日本的な学校

のあり方（答申の言う、令和の日本型学校教育）について、かなり広範に説明しようとす

るものと推測される。  

 2 0 2 1 年 1 月答申でも言及されているが、近年の学校教育をめぐる状況に関して、経済開

発協力機構 ( O E C D )による国際教員指導環境調査 ( T AL IS : T e a ch in g  a n d  L ea rn in g  In t e rn a t i o n a l  

S u r v e y )2 0 1 8 の結果公表を機に、教師の労働条件をめぐる問題状況が周知のものとなってき

た。そして、 2 0 2 0 年の新型コロナウイルス感染症 ( c o v i d - 1 9 )の感染拡大に伴う一斉休校と

その後の学校再開をめぐって教育課程の“適切な”実施とは何かが問われた。一斉休校は

他にも、「 1 人 1 台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、

特別な支援を必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に

個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育環境を実現」（文部科学省）す

べく、 GI GA ( G lo b a l  a n d  In n o v a t io n  Ga t ew a y  fo r  A l l )スクール構想の進展を加速させた。  

 学校教育をめぐっては上記に限らず、喫緊の対応を要する課題が山積の状況ではあるが、

2 0 2 1 年 1 月答申は上記諸課題についても目配せはされているようである。ただし、各課題

の解消・改善向けて正面から条件整備を表明している訳ではない。ゆえに 2 0 2 1 年 1 月答

申は、注目に値しないという評価もあり得るだろう。しかし、そうであるとしても、令和

の日本型学校教育という壮大なタイトルを冠してまで表明される、ある種の学校論につい

ては実践的にも、理論的にも「使える」よう把握しておくことも重要だろう。  

 そこで本論では、2 0 2 1 年 1 月答申へとまとめられる経過を俯瞰しながら、そこにおける

学校論について若干の検討を行う。また、そこでの議論が、学校現場や大学における教員

養成のあり方に対して、どういった影響を及ぼし得るものであるのか考察していきたい。  
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２２ ..駆駆けけ出出ししととししててのの「「新新ししいい時時代代のの初初等等中中等等教教育育のの在在りり方方」」   

（１）「新しい時代の初等中等教育の在り方について」の諮問  

 2 0 2 1 年 1 月答申はそもそも、2 0 1 9 年 4 月に柴山昌彦文科相（当時）から中教審に対して

「新しい時代の初等中等教育の在り方について」として諮問されたものである。諮問理由

として以下 4 点が挙げられている。それは、①新時代に対応した義務教育の在り方につい

て（小中一貫教育や小学校高学年における教科担任制）、②新時代に対応した高等学校教

育 の 在 り 方 に つ い て （ 学 科 の 多 様 化 や S T EA M (S c i e n c e ,  T e c h n o lo g y ,  En g in e e r i n g ,  A r t ,  

M a th e ma t i c s )教育の導入）、③増加する外国人児童生徒等への教育の在り方について（公立

学校における外国人児童生徒等に対する指導体制）、④これからの時代に応じた教師の在

り方や教育環境の整備等について（教員の採用と免許制度）、以上の 4 点である。  

 同時期、小学校～高等学校段階におけるプログラミング教育の実施や、児童生徒 1 人 1

台端末の実現に向けた動きは一部ですでに強力に推進されていた。しかし、諮問理由では、

④に関連して、学校や教育に関係する I C T 環境として位置づけで、一つの柱として扱われ

るものではなかった。ただし、公表されている「審議関係参考資料」を確認する限りでも、

小学校高学年における教科担任制の導入と並んで I C T や A I などの先端技術の学校教育へ

の活用についても、国内の先行事例や関係者からの聞き取りが行われている。その後の「論

点取りまとめ」（ 2 0 2 0 年 1 月）でも、更なる再構成の可能性は残しながらも、議論の柱と

されたのは、教育課程、教員養成／免許制度、高等学校、幼児教育、外国人児童生徒、特

別支援教育の 6 点であった。  

 

（２） GI GA スクール構想の席巻とコロナ休校  

 中教審における議論と同時期に進められていたのが、 GI GA スクール構想に関する政策

の形成である。 2 0 1 9 年 6 月に学校教育の情報化の推進に関する法律が成立し、 1 2 月 5 日

には閣議決定として「安心と成長の未来を拓く総合経済対策」がまとめられている。そこ

で学校におけるネットワーク環境について、経済対策として次のように言及されている（波

線は筆者）。  

 

 学校における高速大容量のネットワーク環境（校内 L A N）の整備を推進するとと

もに、特に、義務教育段階において、令和 5 年度までに、全学年の児童生徒一人ひ

とりがそれぞれ端末を持ち、十分に活用できる環境の実現を目指す こととし、事業
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を実施する地方公共団体に対し、国として継続的に財源を確保し、必要な支援を講

ずることとする。あわせて、教育人材や教育内容といったソフト面でも対応を行う。 

 

 文科省による「教育の情報化」は、電子黒板の活用、情報教育の充実、校務の情報化推

進が中心であった。GI G A スクール構想では、令和 5 (2 0 2 3 )年度までに児童生徒 1 人 1 台端

末環境の実現を目指すとされた i i。これに併せて同月 1 9 日には、萩生田光一文科相（当時）

を本部長とする GI GA スクール実現推進本部が設置され、 2 6 日には、学校教育の情報化の

推進に関する法律に基づく「学校教育情報化推進計画」が策定されている。  

 2 0 2 0 年に c o v id -1 9 の感染拡大が進むなか、日本国内では 2 月 2 7 日、安倍晋三首相（当

時）による突然の全国臨時一斉休校要請へと至る。この一斉休校は、 3 月 2 日から長いと

ころではおよそ 3 か月に及んだ。この間、全国各地で自治体教育行政に関して混乱や矛盾

する状況が続出するのと同時に、教育現場においては改めて、学年末や卒業、新入学・進

級や新しい一年間の始まりを子どもたちに保障するための奮闘が見られた。 i i i  

 休校期間には、剛柔両面からオンライン授業導入に関する要請が席巻した。 1 人 1 台端

末によるオンライン授業導入に関しては、 c o v i d -1 9 の感染拡大への対応としての一斉休校

の社会的な経験が後押しした部分も確かにあるだろう。しかし、基本的には、前年 1 2 月 5

日の閣議決定以来の施策が前倒しされたものとして捉える方が正確である。  

 

３３ ..「「令令和和のの日日本本型型学学校校教教育育」」のの登登場場   

（１）中間まとめにおける「令和の日本型学校教育」の登場  

 中教審では 2 0 2 0 年 5～ 7 月に、学校教育に関する感染症対応や現状を踏まえた今後の学

校教育の在り方についての議論が進められる。同時に、 2 0 2 0 年 1 月に「議論の柱」とされ

た、小学校高学年における教科担任制や「新しい時代の特別支援教育」に関する議論も進

められる。そして 1 0 月 7 日、「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供

たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～」（中間まとめ）が

発表される i v。  

 ここで初めて「令和の日本型学校教育」という語が登場する。端的な説明箇所では、そ

れは「ツールとしての I CT を基盤としつつ，日本型学校教育を発展させ，2 0 2 0 年代を通じ

て実現を目指す学校教育」であるとされている。  
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 中間まとめはその冒頭で、現代を「人工知能（ A I）、ビッグデータ、 I n t e rn e t  o f  Th in g s  

( I o T )，ロボティクス等の先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられた

So c i e ty 5 .0 時代」という。そこで、「一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能性を認識す

るとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々

な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となる」必要

があり、それには 2 0 2 0 年から順次施行される新学習指導要領および幼稚園教育要領の着

実な実施が重要であるという。  

 さらに、突如登場した「日本型学校教育」とは、「学校が学習指導のみならず，生徒指

導等の面でも主要な役割を担い，様々な場面を通じて，児童生徒の状況を総合的に把握し

て教師が指導を行うことで，子供たちの知・徳・体を一体で育む」ものであるという。  

 本論の進行上、これ以上立ち入ることはしないが、 そのような「日本型学校教育 」が

So c i e ty 5 .0 時代においては、「子供たちの多様化」「生徒の学習意欲の低下」「教師の長時

間勤務による疲弊」「情報化の加速度的な進展に関する対応の遅れ」「少子高齢化，人口

減少の影響」「新型コロナウイルス感染症の感染拡大により浮き彫りとなった課題 」に直

面しているという。そうしたなかで、中間まとめとして、幼児教育、義務教育、高等学校

教育、特別支援教育、外国人児童生徒等への教育の在り方、遠隔・オンライン教育を含む

IC T を活用した学びの在り方について「今後の方向性」を提起したというのである。  

 

（２）中間まとめから答申へ  

 その後、中間まとめについて全国の教育委員会、 P T A、私立学校、教職員組合、校長会

や自治体の連合会など、関係団体からの聞き取りを経て、 2 0 2 1 年答申へと進んでいく。  

 中間まとめから 2 0 2 1 年答申において大きな変更となっているのが、「学校教育の質の向

上に向けた I C T の活用」、「 I C T の活用に向けた教師の資質・能力の向上」、「 I C T 環境

整備の在り方」の 3 項目を柱とする「『令和の日本型学校教育』の構築に向けた I CT の活

用に関する基本的な考え方」と題した部分が位置づけられたところである。  

 当該箇所では改めて I CT について、「『令和の日本型学校教育』を構築し，全ての子供

たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びを実現するためには，学校教

育の基盤的なツール」であるとされている。そのうえで、日本の学校教育における I C T の

活用が国際的に後れをとっていること、「社会構造の変化に対応した教育の質の向上」に

は I CT が必要不可欠なツールであることが述べられている。  
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 当該箇所を読み進めていくと、 I C T の活用について、これまでの「日本型学校教育」と

組み合わせながら「あるべき学校教育を実現する」ツールとしていくような「姿勢」が求

められている。一見、抽象的でも、今日の学校からの変化を志向する「姿勢」であるよう

には見えるが、答申本文では次のようにまとめられている。  

 

 I CT の活用により新学習指導要領を着実に実施し，学校教育の質の向上につな

げるためには，カリキュラム・マネジメントを充実させつつ，各教科等において

育成を目指す資質・能力等を把握した上で，特に『主体的・対話的で深い学び』の

実現に向けた授業改善に生かしていく  

 

 この点を踏まえると、その後に見られる、以下のような記述には注意が必要である。  

 

 １人１台の端末環境を生かし，端末を日常的に活用することで，I C T の活用が特

別なことではなく「当たり前」のこととなるようにするとともに，I C T により現実

の社会で行われているような方法で児童生徒も学ぶなど，学校教育を現代化する

ことが必要である。児童生徒自身が I C T を「文房具」として自由な発想で活用で

きるよう環境を整え，授業をデザインすることが重要  

 

 不登校，病気療養，障害，あるいは日本語指導を要するなどにより特別な支援

が必要な児童生徒に対するきめ細かな支援，さらには個々の才能を伸ばすための

高度な学びの機会の提供等に， I C T の持つ特性を最大限活用  

 

 それは、提示される課題へ如何に対応するのかを検討するなかで I CT の活用が浮上して

きたということではなく、 I C T の活用に関する姿勢こそが現在の課題への対応に結び付く

（かもしれない）と提起されていることである。  

 ここまで確認してきたように、 2 0 2 1 年 1 月答申の全体の流れとしては、「令和の日本型

学校教育」がすなわち I CT の活用や s o c i e ty 5 .0 への対応であるという軸ではなくて、あく

までも、今次の学習指導要領の着実な実施や従前からの「主体的・対話的で深い学び」と

呼ばれるものの実現にこだわるものである。そこで、その実現のためにも I C T の活用がカ

ギを握るという組み立てになっている。しかし、周知のとおり、令和の日本型学校教育と
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してまとめられる際には s o c i e t y 5 . 0 への対応やそのための GI GA スクール構想が大きく影

響している。あくまでもツールとしての I C T の活用という 2 0 2 1 年 1 月答申自体の成り立

ちにおいても、その主従関係には混迷が見られるのである。  

 

（３）教員養成に関する動向として  

 2 0 2 1 年 1 月答申では、令和の日本型学校教育を担うこととなる教員の養成段階について

も次のような言及が見られる。  

 

 大学における教員養成段階において，学生が１人１台端末を持っていることを前

提とした教育を実現しつつ，児童生徒にプログラミング的思考，情報モラル等に関

する資質・能力も含む情報活用能力を身に付けさせるための I C T 活用指導力を養成

することや，学習履歴（スタディ・ログ）の利活用などの教師のデータリテラシー

の向上に向けた教育などの充実を図っていくことが求められる。このため，教員養

成大学・学部や教職大学院は，学校教育における I CT を効果的に活用した指導のノ

ウハウをいち早く収集・分析しつつ，新たな時代に対応した教員養成モデルを構築

するなど，S o c i e t y5 .0 時代の教師の養成を先導する役割を果たすことが期待される。 

 

 ここから部分的にではあれ、令和の日本型学校教育における教師の役割を読み取ること

ができよう。個別最適化の「個別」とはあくまでも、個別で端末を所有して使用する状況

についてである。また、最適化についても、何が最適な状況であるかという検討するとい

うことではなく、あくまでも「情報活用能力を身につけさせ」たり、「スタディ・ログ」

を利活用していくとことである。そうした「最適な」方向へ如何にして着実に向かうのか

ということが述べられている点を見落としてはならない。  

 

４４ ..「「令令和和のの日日本本型型学学校校教教育育」」をを担担うう教教師師のの在在りり方方   

（１）教員免許更新制の廃止  

 2 0 2 1 年 1 月答申以降も、教員養成、採用、研修等に関する動向が見られる。なかでも注

目を集めたのが免許更新制の廃止であろう。教員免許更新制は、第一次安倍政権下の 2 0 0 7

年に教育職員免許法が改正され、 2 0 0 9 年 4 月より導入されたものである。  
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 永らく教員不足が叫ばれるなかで、 2 0 2 1 年 1 1 月 1 5 日に中教審「令和の日本型学校教

育」を担う教師の在り方特別部会と初等中等教育分科会教員養成部会との合同会議にて、

「発展的解消」を盛り込んだ審議まとめが了承される。その後翌年すぐに、教員免教育公

務員特例法及び教育職員免許法の一部を改正する法律案が閣議決定される（ 2 月 2 5 日）。

この改正法案で、普通免許状と特別免許状を有効期限の定めのないものとし、更新制に関

する規定が削除され、改正前に有効期間が定められた免許状についても、施行日以後は有

効期間の定めがないものとする等の経過措置を設けられた。同法案はその後、 5 月 1 1 日、

参議院本会議で可決、成立した。これにより、 2 0 2 2 年 7 月 1 日の施行日以後は、免許状は

有効期間の定めがないものとされ、更新制に関する規定も削除されることとなった。  

 

（２）「新たな教師の学びの姿」  

 免許更新制の廃止からすぐに、中教審答申「令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・

採用・研修等の在り方について～「新たな教師の学びの姿」の実現と、多様な専門性を有

する質の高い教職員集団の形成～」が 1 2 月 1 9 日に出される。  

 このなかで、教員養成に関しては、①中学校教諭と小学校教諭の免許状を同時に取得す

ることができるような課程設置の弾力化、②教員採用に関しては従前まで一般企業の採用、

内定の後の時期になっている採用試験実施の前倒しが打ち出されている v。  

 こうした施策に対してはすでに多くの機会において、教員不足となっている原因（勤務

環境や給与、労働時間等の労働条件）についての根本的な解消を行わずして、枝葉末節部

分をいじるような制度変更のみでは対応することが困難であると指摘されている。  

 大学の教職課程に関しては、2 0 1 9 年度以降も教職課程を開設する際に、2 0 1 8 年度中に認

定を受けなおすこと（再課程認定）が求められた。その完成年度である 2 0 2 2 年度内におい

て次の動向が示された点についても慎重に検討する必要がある。  

 

５５ ..おおわわりりにに   「「令令和和のの日日本本型型学学校校教教育育」」をを睨睨んんだだ教教職職論論をを考考ええるる   

 学校教育、教員養成をめぐる情勢が大きく組み替えられ得ることを、いわゆる s o c i e ty 5 .0

の時代と定義する場合、教育は新時代への適応を促すばかりではない。「新たな時代」を

生き抜くために、一人ひとりが取り得る戦略として、たしかに I CT を使いこなし、多種多

様な情報を集め、管理することも重要であるだろう。しかし、それ以上に、自身の頭で「な

ぜ」、「どのように」、そうしたことが重要であるのか判断することこそが重要である。
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そうして、自身の結論に至るか否かがカギとなる。「令和の日本型学校教育」が本当に学

校教育のあり方に関する大きな問題提起であるとすれば、そこに流されるだけでは済まな

いはずである。  

 例えば、あくまでも自分自身が現代社会の主役、主権者として生きることが重要である

ことはすでに広く認識されてきた。しかし、そうしたことを規範的、説諭的に繰り返すだ

けでは、「令和」でも何でもないだろう。小学校および中学校における総合的な学習、高

等学校における総合的な探求の時間や先述の「主体的・対話的で深い学び」について、権

利としての学習や教育的な意味を確認する部分からの再構築が欠かせない。  

 また、「新たな時代」として打ち出すのであれば、これまでにも論争が繰り返されるな

かで培われてきた道徳教育についても深め続けられなければならないはずである。道徳教

育に関しては、今回の学習指導要領の改訂に先んじて、「特別の教科  道徳」とされた。

このとき、「特別の教科」とは言えど、学校教育法施行規則や学習指導要領等を確認する

限りにおいて、あくまでもほかの科目と並列とはならないために、「特別」とされている

のみである。戦前における修身のように筆頭科目として位置づけられている訳ではない。  

 端的に 2 例を挙げてみたが、「令和の日本型学校教育」というように大きな言葉が出て

来た場合にも、従来から課題となっている部分への対応が見られるのか、 その内実を見失

わずして誠実に検討し続けることこそが教職において欠かせない使命であり、教員養成に

おいても重要な課題である。「新たな時代」においてはなおさら、大きな制度改正によっ

て教育が根幹から揺らいでしまうのか否か、課題への対応が何らか借り物の教育観でやり

過ごしてしまうのか否かという点が、問われる必要があるのではないか。  

 
i  検討に際して、以下を参考にしている。①佐貫浩「中教審答申『「令和の日本型学校教
育」の構築を目指して』（ 2 0 2 1 年 1 月 2 6 日）を読み解く」『教育』 2 0 2 1 年 6 月号、 9 5 -
9 7 頁、②児美川孝一郎「『令和の日本型学校教育』とは何者か？」『子ども白書 2 0 2 1』
（かもがわ出版、 2 0 2 1 年）、 1 6 0 -1 6 1 頁。  
i i  仲田康一「『令和の日本型学校』をめぐる政策構造」『人間と教育』 2 0 2 1 年秋号、 2 0 -
2 7 頁など。  
i i i  コロナ感染による一斉休校下および学校再開に関する取り組みについては、教育科学
研究会「教室と授業を語る分科会」、中村（新井）清二、石垣雅也編『コロナ時代の教師

のしごと：これからの授業と教育課程づくりのヒント』（旬報社、 2 0 2 0 年）やその他に
も多くの民間教育研究団体が発行する雑誌や書籍等で記録されているところである。  
i v  佐藤隆「『令和の日本型学校教育』とはなにか：中教審『中間まとめ』を読む」『教
育』 2 0 2 1 年 2 月号、 9 6 - 9 9 頁。  
v  勝野正章「教員免許更新制廃止と「新たな教師の学びの姿」を読み解く」『クレスコ』
2 0 2 2 年 2 月号、 1 4 -1 9 頁。  
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*東北生活文化大学 教授 

 

課題「ポスターデザイン」の実践について 
―課題解決型のデザイン制作― 

 
三上 秀夫* 

 
１１..  ははじじめめにに  
科目名「視覚デザインⅡ」で行っている課題「ポスターデザイン」の実践について報告をする。この授業は、

デザインを学ぶ者を対象にデザインの「導入」とデザインの「展開」意識して計画している。将来デザインに関

わって仕事をするのに必要な基本を学ぶとともに、デザイン業界で行われている手法を体験することができる。

実際にデザインの依頼を受け、授業の中でクライアントと制作現場の担当者からアドバイスを受けられる機会を

設けている。 

 

２２．．授授業業のの概概要要とと受受講講対対象象者者  
この授業は、美術表現学科２年生が対象となり、週１回、180 分の授業となる。学生数は、30〜40 人。5〜6

名×６〜７チームによる PBL 授業ある。大学で、既に絵画や彫刻、情報リテラシー等の体験をし、デザインで

は、色彩構成や簡単なグラフィックソフトを体験した学生を前提としている。 

 

３３．．課課題題のの方方針針  
課題は、実際のポスター依頼に対して、どのように課題を分析し、テーマ設定を行い、色や形、イラスト、

文字でポスターデザイン考えることができるか、一連の流れのなかで体験することを目的としている。次の 3 つ

を基本方針とした。 

1. 依頼者からの要望や課題・問題をポスターで解決 
2. データ等の客観的事実を示した上でのポスターテーマの設定 
2. ポスターの公共性とデザイン性、その可能性の追求 

 
４４．．課課題題設設定定のの趣趣旨旨  
この課題は、仙台市の自転車交通安全課から自転車の安全利用啓発ポスターの依頼があり、それを受けてポ

スターデザインの制作に取り組むものである。この依頼は、自転車事故を減らすためにどうしたら良いか、とい

う「問題」や「課題」を解決する、ひとつの手段としてポスターを利用する。注意喚起と自転車安全利用の啓発

をポスターで行うものである。実際の事故件数のデータから、若年層の自転車事故が多いことが分かる。ちょう

どこの課題にとりくむ学生の年齢も含まれることから、実際の自転車乗車の体験を生かすことで、同じ世代への

メッセージとして共感を呼ぶポスターのデザインが期待できる。若者の目線で問題解決を目指す。また、実際の

ポスター制作をしている業者から、制作現場でのデザインの話しや意見を参考にすることができる。依頼者と制

作現場担当者の意見を聞くことで、ポスターの公共性、デザイン性、ポスターの可能性の追求が期待できる。 
 

５５．．課課題題  
この課題は、180 分授業の８回で完結し、実質の制作は７回とする。最終回はプレゼンテーションを行い、優

秀作品１点を選出する。その後、実際のポスターとして印刷され、仙台市内に掲示される。以下の工程で、課題

制作を行っている。 

具体的なポスター制作の流れ（工程） 

テーマ決め ⇒ キャッチコピーの検討 ⇒ 題材やテーマ決定 ⇒ レイアウト検討 ⇒ 画材や道具の準備 ⇒ イ

ラスト制作 ⇒ 文字のデザイン ⇒ 色彩計画 ⇒ 配色、配置 ⇒ 完成 

この間、中間発表と企画書の書き方、プレゼンテーションの手法についての講義を入れる。 

 

６６．．課課題題制制作作のの実実際際  
仙台市から「自転車の安全利用啓発ポスターデザインの作成への協力（依頼）」を受け、授業科目名「視覚デ

ザインⅡ」（２年次開講）の授業で取り組組んだ。今回で３回目を迎える。 

受講者全員が 7つの班に分かれ、最終的に 7つのデザイン案を提出した。各班では役割分担を決め、それぞれ

担当の立場から意見を出し合った。班分けは、あみだくじを用いた。 

担当は、ディレクター、アートディレクター、イラストレーター、コピーライター、オペレーターとし、役割

の内容の確認を事前におこなった。 

・ディレクターは、企画の立案や制作現場の指揮運営を行う。全体の責任者でありグループ討議では、進行を

勤める。 
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・アートディレクターは、ビジュアルデザインに関するディレクションを行う。クライアントからの要望やコ

ンセプトの方向性などを指示し、デザインの監督をする。 

・イラストレーターは、このポスターデザインの情報や概念を視覚化し、図解、イラストを描く役割をする。 

・コピーライターは、広告の文案をクライアントの意図に沿って考える。 

・オペレーターは、PCを用いてソフトやアプリを使用してポスター制作の原稿データを制作する。 

 

まず、仙台市から「仙台市における自転車安全の現状」という講義を受けた。その資料を基に、各班は「交通

ルールの遵守」「マナー向上の推進」「ヘルメットの着用」など、自転車安全利用と若年層に向けたポスターを

目指した。 

ポスター制作にあたり業者からは、企画の立て方、注意喚起のポスターデザインのアドバイスがあった。ま

た、プレゼンテーションの効果的手法を学んだ。 

各班は、事例や資料の収集、アイディア出し、企画書の作成、ポスター制作を行い、最終的にチームごとにプ

レゼンテーション行った。プレゼンテーション終了後、出席者の仙台市自転車交通安全課課長と今回のポスター

担当者、制作業者（ディレクター、デザイナー、営業）、教員と計 6名による審査を行い、2作品を選出した。 

その最終プレゼンテーションで発表した全スライド資料と、実際に印刷、掲示されたポスター2 点を最後に掲

載する。全スライド資料と、実際に印刷、掲示されたポスター2 点は、最初の授業、第 1 回目のものとした。第

1 回目では、優秀作品が 2 点になり、１点に絞り込めなかった。仙台市に無理を言って 2 作品印刷できることと

なった。 

 

７７．．個個人人情情報報等等のの配配慮慮  
学生には、授業の課題設定の目的と発表方法、ポスターの取り扱いについてスライドと口頭で説明を行い、了

承を得ている。具体的には、授業で作成した資料やポスターを授業報告として本学の紀要または教職課程センタ

ー報等で発表することを伝え、学生個人の特定や個人の不利益にはならないよう取り扱うことの確認を行った。

また、市役所にはポスター画像の上記報告で使用することの了承を得ている。 

 

８８．．講講評評会会（（ププレレゼゼンンテテーーシショョンン））  
学生達は、各チーム別に事前に決めた順番でスクリーンにスライドを投影した形でプレゼンテーションを行っ

た。事前に出席者にチームごとの企画書が手渡され、それを参考に各チームは説明を行った。１チーム発表後、

出席者による質疑と、学生による応答があり、出席者からのコメントをもらう。この一連の流れを繰り返し、最

後に優秀作品選出のための審査を別室で行った。優秀作品の発表と全体のコメントをもらい終了。終了後、優秀

作品の印刷に向けた諸注意の説明を該当チーム学生に伝達した。 

 

1100．．ままととめめとと今今後後にに向向けけてて  
最近では、高校の美術の授業において、グループ制作や、課題解決型の授業を体験してきている学生もいる。

多くは、受験のため、展覧会出品のための個人制作を中心とした作品制作を体験してきている。 

この課題でのグループによる制作では、共同制作に加え、仙台市からの依頼ということもあり、公共性を意識

する場面が多々あった。注意喚起のため、とにかく目立つポスターを意識し、事故現場の刺激的な一部を表現に

使うなど、多くの人から支持を得られないようなイラストが出てくることもあった。そのため、依頼者からの要

望を重視し、課題やテーマを話し合いの中から見つけ、注意喚起を行う対象者の具体的な設定と、そこに「届

く」あるいは「響く」ような、デザインを皆で考えなければならなかった。 

学生たちのフリーディスカッションに耳を傾けると、学生ならではのアイディアや、無茶な計画が満載で、そ

の発想の豊かさには本当に驚かされた。実際に使えるまでには様々な視点、立場からの討議が必要になる。集中

力がもたなく途中であきらめ完成としてしまうチームもった。また、グループでの話し合いをものすごく苦手と

する学生もおり、様子を見ながらアドバイスをする程度で、まだ、そのための良い解決策は見つかっていない。

一応、全員が各役割分担をこなしていると受け止めている。しかし、実際に個々人が関わって本当に機能してい

たのか、今後の検証が必要であると考えている。 

他にも、本当にコミュニケーションを苦手とする学生がいた場合の対応については、今のところ、その場での

対処でしかないと考えている。 

また、各グループへのアドバイスは、定期的に行うようにし、学生からの質問や決定に困った場合には、前例

を示しながら進めるように行っている。 

今後、このような外部からの依頼が継続していく場合もあれば、なくなる場合も考えられる。急な依頼がくる

場合には、すぐ対応できないこともある。現在の授業のシステムでは、授業概要をかなり早い時期に提出しなけ

ればならないことから、その対応が難しくなる。学生の迷惑にならない程度に授業概要に幅を持たせて記載する

ことを検討している。 
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・読みやすくする  

コピー（文字） 

・提供元の挿入 

・主役を示す指示語 

・挑発的にならない問いかけ 

期待される効果 

1.コンセプト 

理由:ポスターを見た若者が、マナーを　　　　　
知る''きっかけ''となるように。 

「きっかけづくり」 

自転車基本ルールの認知度と尊守率 情報量が多すぎて、見にくいポス
ターの例。 

　一番伝えたいことを大きくしたシンプルなデザイン。 
伝えたいことがすぐに分かるという点において他のポスター
との差別化できている。 

目指したこと 
2.第一案のキャッチコピー 

『知ってる？守ってる？自転車マナー』 

　テンポが良く、シンプルな言葉使いを
意識することによって''見覚え''と、''聞き
覚え''の２つの印象を強く与えた。 

デザインの方向性 

『はっきりとした色遣いとシンプルな構図』 

　人間の注意を引く性質のある蛍光色を使うことによっ
て、印象に残りやすいポスターを目指した。 

2.第二案のキャッチコピー 
『本当に知ってる？自転車マナー。』 

シンプルな言葉で問いかけることに
よって、目に止まり易くなるように
した。 

デザインの方向性 

『青春をイメージしたデザイン』 

水色と白の相性がよく、清潔感や爽快感といった若い
人に向けたポスターになっている。 

イメージ図 
第一案 第二案 
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過ち

6班の発表 
岩渕伶奈、佐藤芳仁、蓬田奈那、堀合琴乃、鈴木蓮、桑原舜平 

テーマ 

 
 

 

ヘルメットの着用を促すト 

テーマの理由 

低い 挙げられる。 
死傷リスク  

 

ヘルメットの着用状況が悪い 

原因 

41.5 
31.9 
33.4 

26.3 
25.6 

17 
5.3 

51.9 
33.4 
32.3 

25.7 
23.5 

14.9 
2.8 

54.4 
33.3 

24.9 
18.2 

15.4 
9 

5.4 

必要性を感じ
ないから 移動距離が短
いから 荷物になるか
ら 格好が悪いか
ら 髪型が崩れる
から 値段が高いか
ら 
その他 

 

30  

29  

 
 

 
 

 

 

解決策 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

で 重視されている  
 

回避  
 

コンセプト 

、  

ヘルメットはダサくない！ 

ねらい 

•! 高校生  

•! マイナス  

 

キャッチコピー 
•!  

•!

 

•!  

 

•! ことを主張 

•!高校生に身近な、 風のタッチ  

ヘルメットのマイナスイメージの払拭 

まとめ 

6班の発表② 

テーマ 

ヘルメットの着用を促す 

背景 

ヘルメットの着用率が低い 
0 0 

いつも着用している ときどき着用するor着用しない 

見た目が悪いÉ 

髪型が崩れる 

必要性を感じない！ 
ヘルメット＝じゃまなもの 
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そもそもÉ 

ヘルメット＝ケガから頭を守る 
ヘルメットの本来の役割を示す必要性 

目的 

ヘルメットを着用する「意味」の提示 
(＝身を守るため) 

コンセプト 

ヘルメットはパートナー 

対象が高校生 

!堅苦しくない、ゆるいイラスト 

ユーモラスな要素を入れる 

!日常で一瞬でも気に留めてほしい 

アルマジロ 

!　硬い甲羅で身を守る＝ヘルメット 

!　普通にヘルメットを描くより引っかかりやすい 

キャッチコピー 

君を、守る。 

擬人法 

!親しみやすさ 

!いつも守ってくれるアイテム 

＝自転車走行のパートナー 

サブコピー 

具体的な数字 

!　何のためにヘルメットをかぶるのかを示す 

ねらい 効果 

ヘルメットを着ける意味の再確認 

安全を意識するきっかけ 

仙台市自転車 
交通安全ポスター企画書 

5班　ママチャリ 

はじめに 

自転車の利用者、事故死傷者ともに数が多い 
若者向けのポスターを制作 

⇒分かりやすい、印象に残るデザイン、キャッチコピー
を考えた 

•!注目した３つの現状 

１、年齢層 

２、自転車利用の目的 

３、自転車事故死傷者の違反状況 

現状と課題 

１、年齢層 

市内年齢階層別自転車事故死傷者数 

!若者、特に学生層が多い。 

宮城県警察提供資料 

現状と課題 

２、自転車利用の目的 

通学目的の多い平日の方が自転車は
利用されている 

!学生は私用より通学で自転車を使
うことが多いと言える。 

学生・生徒・児童の代表交通手段 

平日!１４％ 

休日!９％ 
自転車 

第5回仙台都市圏パーソントリップ調査より 

2% 

37% 

7% 

3% 

19% 

12% 

31% 

45% 

39% 

平日 

休日 

学生・生徒・児童の交通目的 

通勤 通学 通院 買物 私事 業務 帰宅 

現状と課題 
３、自転車事故死傷者の違反状況 

動静不注視と安全不確認という不注意が
全体の約30％を占めている。 

つまりÉ 
自転車を通学で使う学生の不注意が、事故の原因になる
ことが多いと言えるのではないか 

交差点安全; 
1.6% 

通行区分; 2.6% 
一時不停止; 

1.5% 
徐行違反; 1.1% 
信号無視; 0.2% その他; 5.3% 

違反なし; 
57.8% 

宮城県警察提供資料 

現状と課題 
コンセプト 

久しぶりに自転車に乗った時、運転が慎重になった 

いつも同じ道を通っていると、はじめより周りを見なくなる 

自転車利用での不注意は、同じ道の走行での慣れや気の緩み、
そして、今までの運転の経験から、自分は事故に遭わないとい
う油断が要因なのではないかと考えた。 

•!若者向けにイラストにし、さらにゆるさを加えることで事故現場
とのギャップを印象づけるようなデザイン。 

•!曲がった自転車の前輪と、見切れた自転車を描くことで、事故の
大きさを想像させられるようにした。 

•!人の姿を入れず生々しさを抑える。 

デザイン 

イラストと実写の背景という組み合わせによって、イラストを強
調すると同時に恐怖感を表した。 

デザインの過程 

「気づいたらベッドの上、そばで家族が泣いていた。」 

•!事故の悲惨さを伝えるため、病院や家族の悲しむ描写を入れた。 

•!デザインと合わせて、ストーリ性が出るようにした。 

キャッチコピー 

１、目の前のことより後のことを考えた走行を 

２、いつもの道でも周りを見よう 

具体的な注意喚起でメッセージを分かりやすく伝えることを意識。 

サブコピー 

周囲への注意を怠った走行をしている自転車利用者、

主に学生に事故の怖さや悲惨さを伝え、改めて油断

せず周りをよく見た走行をしてほしい 

目的効果 
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メンバー　佐々木実優・高松苑香・遠藤未菜・伊藤柊芽・柳井海人・白根澤直希 

自転車安全利用啓発ポスターデザ
イン案 
チームツリー 

ターゲット 
•!宮城県の中でも若年層の自転車事故が多いことからターゲットを若年層に向　

けたデザインのポスター案を作成した。 

　宮城県警　令和２年６月末　自転車交通事故発生状況より 

年代 

計 ～２０代 ３０～５０代 ６０～７０代 ８０～ 

死傷者数 286 119 94 62 11 

なぜこのデザインにしたのか 
•!イヤホン 
•!並走 
•!一時不停止 
•!ながらスマホ 
これらが私たちの体験から考えた学生にとって身近に起こりうる違反行動だっ
たため、これらを若年層、特に学生に向けて啓発する必要があると判断した。 

コンセプト・キャッチコピー 

コンセプト：「油断大敵」 

キャッチコピー：「青春の仕方、間違わないで」 

　　スクラップ風　　　　　　　罫線ノート風　　　　　　　　　紺色背景 

仙台市 このポスターは令和2年度自転車安全利用啓発事業において、東北生活文化大学 美術学部美術表現学科の
学生がデザインしました。（髙橋一里、阿部綾菜、遠藤はるか、金野優、志賀野有人、森田歩夢）

本当に知ってる
自転車マナー

「ながら運転」は事故のもと。走り「ながら」は絶対ダメ！

自転車も車両です。歩道を走行する際は「歩行者優先」でゆっくり運転。

自
転

車
の

安

全利用に関する条例・取り組み

仙
台

市　自転車条例　 検索不

安な
人は
今すぐ

チェック！

仙台市の自転車事故における死傷者の28％は、15～19歳の方が占めています。
甲羅で安心 アルマジロ、あなたに安心 ヘルメット

仙台市　自転車条例 検索
このポスターは令和 2年度自転車安全利用啓発事業において、
東北生活文化大学　美術学部美術表現学科の学生がデザインしました。
（岩渕伶奈、桑原舜平、佐藤芳仁、蓬田奈那、堀合琴乃、鈴木連）
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*東北生活文化大学 教授 

臭化 1-エチル -2,3-ジメチルイミダゾリウムを重合開始剤とす
アクリル酸メチルの溶液重合  

 

菅菅野野修修一一 *  

 

キキーーワワーードド :  臭化 1 -エチル - 2 , 3 -ジメチルイミダゾリウム ;  アクリル酸メチル ;  イオン液体 ;  
重合 ;  開始剤 ;  重合溶媒  
 
1.  序序説説  
 
常日頃、教育研究活動における創造力と想像力の大切さを肝に銘じると同時に、特に想像

力については、大学の講義においても多くの学生に語りかけている著者であるが、自身の

想像力の限界を痛感させられることがここ数年来続いている。 2 0 11 年 3 月 11 日に発生し
た東日本大震災における原子力発電所の深刻な事故については、心ある良識的な原子力関

連科学者はもちろん、著者のような原子力の門外漢でも以前から容易に想像が出来た。つ

まり、現時点でさえも終息の目途が全く立たないこの大事故は、現在の人間の科学技術の

限界を十分認識しながら、原子力発電を推し進めてきた無責任な政府自民党の歴代政治家

と、その取り巻き原子力関連企業や科学者によって引き起こされた人災であると言っても

過言ではない。一方で、現在進行中のコロナ禍やロシア連邦のウクライナに対する侵略戦

争は著者の想像を大きく凌駕した。以前にも述べたが、コロナ禍については、現在の人間

の科学技術の限界を露呈することで人間社会に降りかかった災難とも言える 1 )。また、ロ

シア連邦の隣国ウクライナへの露骨な侵略行為は、現在のロシア連邦指導者層の愚かさを、

まざまざと見せつける悪夢だと認識せざるを得ない。ところで、著者は 2 0 1 3 年にロシア連
邦のカリーニングラード州とベラルーシ共和国に国境を接するリトアニア共和国の首都ビ

リニュス近郊のトラカイで開催された “ B a l t i c  P o l y m e r  S y mp o s iu m 2 0 1 3 ”に参加した 2 ) ,  3 )。そ

の際に親しくなったベラルーシ共和国の化学者との、ロシア連邦の侵略戦争が勃発した直

後の 2 0 2 2 年 3 月時点におけるメールのやりとりのなかで、彼から著者に送信されたメール
の原文をそのまま以下に引用する。  

D e a r  Sh u i ch i ,    I t  w a s  a  g r e a t  p l e a su r e  t o  r e c e iv e  a n  e - m a i l  f ro m  y o u .  D e sp i t e  t h e  p a s s in g  
t i m e ,  o u r  m e e t i n g  i n  T r ak a i  w as  u n fo rg e t t ab l e .  I  a m v e ry  th an k f u l  fo r  y o u r  w a r m wo rd s .  An d  w e  
h e r e  a r e  s t i l l  s a f e ,  t h o u g h  p r i c e s  r i s e  s t ro n g l y ,  i n d u s t ry  h a s  b ig  p ro b l e m s  b e c a u s e  o f  s a n c t io n s ,  
an d  o u r  p eo p l e  i s  u n d e s i r ab l e  i n  t h e  wo r l d .  Th o u g h ,  t h e  m ai n  p a r t  o f  o u r  p eo p l e  i s  ag a in s t  t h i s  
w a r ,  a n d  o n ly  o u r  g u i l t y  g o v er n m en t  i s  i n v o l v ed  i n  i t .  M an y  p e o p l e  c an  ev e n  b e l i ev e  i t  b e c au s e  
th e r e  i s  n o  in f o r m a t io n  o n  T V .  Th i s  w ar  i s  u n fo rg i v e ab l e ,  an d  n o b o d y  k n o w s  wh a t  w i l l  h ap p en ed  
in  t h e  fu tu r e .  Ev e n  t o mo r r o w .  T h er e  a r e  t h r e e  en d s  o f  t h i s  w a r :  w o r ld  w a r  w i t h  u n p r ed i c t a b l e  en d ,  
n e w  i ro n  cu r t a in ,  o r  fu l l  v i c t o r y  o v er  t h e  t e r r o r i s t  co u n t ry .  W e  m a in t a in  U k r a in i a n  p e o p l e ;  my  
k id s  h e lp  th e m  wh a t  t h e y  c an .  Glo ry  t o  U k r a in e .  I  s u p erv i s e  my  Uk r a in i an  co l l e ag u e s .  No w  th i s  
a c t iv i ty  i s  s t o p p ed  b e c au s e  o f  t h i s  c a t a s t ro p h e .  A n d  I  d o  n o t  k n o w wh a t  I  w i l l  d o  so o n .  M y  k id s  
a r e  ab ro ad  an d  s a f e .  Th a n k  y o u  v e ry  mu c h  ag a in  an d  t ak e  m y  th e  v e ry  b e s t  w i sh e s  t o  y o u  a n d  
y o u r  f a mi ly .  An d  k e e p  in  t o u ch .    

D e a r  Sh u i ch i ,    My  f a m i ly  a n d  m e  a r e  v e ry  t h a n k fu l  t o  y o u  fo r  su c h  w a r m  wo rd s .  I t  i s  v e ry  
i mp o r t a n t  fo r  u s  n o w .  Bu t  l e t ’ s  n o t  t o  d i s c u ss  t h i s  w a r  p ro b l e m s  b e c au s e  ev e ry th in g  i s  u n d er  
K GB  co n t ro l .  I  k n o w e v er y th in g  f ro m  my  Uk r a i n i a n  co l l e a g u e s  a n d  f ro m  in t e rn e t  t h ro u g h  V PN .  
An d  I  u n d er s t an d  th e  wo r l d ,  I  a t t en d e d  m a n y  co u n t r i e s .  U n f o r tu n a t e ly ,  ex c ep t  J ap an .  B u t  my  
k id s  a n d  g r a n d so n  a t t en d ed  J ap an ,  an d  my  so n  a n d  g r an d so n  ev en  k n o w  J a p a n es e  l a n g u a g e .  I t  
wo u ld  b e  g o o d  fo r  m e  to  co o p e r a t e  w i t h  J ap an e s e  s c i en t i s t s .  By  th e  w a y ,  m y  m o th e r - i n - lo w a n d  
so m e  r e l a t i v e s  c an ’ t  u n d e r s t an d  th e  s i t u a t io n  a n d  w e  h av e  p ro b l e m s  w i th  th e m .  W e  wi l l  o b s e rv e  
th e  d ev e lo p m e n t  o f  t h i s  s i t u a t io n ,  an d  th e n  w e  w i l l  m a k e  o u r  d e c i s io n .  T h o u g h ,  m a n y  a c t iv e  
p e o p l e  a r e  l e av in g  th e  co u n t ry  a t  p r e s en t .  W e w i sh  y o u  a l l  t h e  b e s t  an d  p e a c e fu l  sk y .  

ロシア連邦と親密な同盟関係にあるが故に、ベラルーシ共和国は現在、西側諸国をはじめ

とする多くの国々から悪いイメージを持たれていると思われるが、そこに住む心ある良識

的な人々のウクライナ国民と同様の耐え難い苦しみの一端をここに垣間見ることが出来る。

と同時に、教育というものの大切さを、ここに改めて痛感する次第である。というのも、

この侵略を正当化し、全く罪のない隣国の国民を何の躊躇もなく殺戮しているのは勿論、

最終的には自国の国民も不幸のどん底に突き落とすであろう現在のロシア連邦指導者層は、
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過去にどのような教育を受け、今日に至っているのであろうと思うからである。本報は東

北生活文化大学の『教職課程センター年報』掲載ということもあり、このような書き出し
になっているが、ここから本論に入る。アメリカ合衆国 E PA に端を発し 1 9 9 3 年頃から広
がった G r e e n  C h e mi s t ry の概念は、環境問題が広く世間で注目されていたこともあり、化学
のコミュニティーでも、多くの化学者が G r e e n  C h e m i s t ry の旗印のもと研究活動を活発化さ
せてきた。このような世界の潮流の中、著者も機会に恵まれ 2 0 0 7 年にオランダ王国の南ホ
ラ ン ト 州 に あ る デ ル フ ト で 開 催 さ れ た “ 3 rd  In t e rn a t io n a l  Co n f e re n c e  o n  G re e n  a n d  
S u s ta in a b l e  Ch e m i s t r y ”に参加し、当時の熱気あふれる会場の雰囲気に心を打たれ、現在で
も強烈な印象として残っている 4 )。一方、時を同じくしてこの頃から、主に欧米を中心に

グリーン溶媒としてのイオン液体に関する研究が盛んに行われるようになった 5 )  -  1 2 )。さ

らに、2 0 0 0 年代に入り化学のコミュニティーの中でイオン液体の話題が様々な分野で注目
を集めるようになり、アメリカ化学会発刊の定期刊行物 C h e m i ca l  &  En g in e e r i n g  N e w s の記
事でも特集が組まれたことが記憶に新しい 1 3 ) ,  1 4 )。この時期、著者が専門とする高分子合

成の分野においても、産業界で広く利用されているラジカル重合反応の代替溶媒としてイ

オン液体を使用する研究に大きな関心が寄せられた 1 5 )  -  4 1 )。つまりはイオン液体の特筆す

べき諸性質、例えば高いイオン伝導性・熱安定性・低可燃性・化学的安定性・耐電解性・

低蒸気圧・高沸点・溶質の選択的溶解度・広いポテンシャルウィンドウ、そしてリサイク

ル能力が G r e en  Ch e m i s t r y の概念と合致することと合わせて、幅広い分野で多くの研究され
るようになったと言ってよい 4 2 )  -  4 4 )。このような状況下、著者は 2 0 0 5 年にイオン液体の
ラジカル重合開始能を最初に提唱し 4 5 )  -  5 3 )、その後今日までこの研究を続けている 3 ) ,  4 ) ,  5 4 )  

-  7 9 )。本報では、イミダゾリウム系イオン液体の一種である S ch e m e  1 に示す臭化 1 -エチル
-2 , 3 -ジメチルイミダゾリウム（ [ e d m i m] B r）を重合開始剤として、アクリル酸メチル（M A）
の様々な重合条件下での基礎的な重合挙動について検討

している。尚、本報においては投稿規定で紙面が限られ

ているため、 [ e d m i m ]B r に関するラジカル重合開始剤と
してのより詳しい最新の検討結果については、 2 0 2 2 年 3
月に東北生活文化大学家政学部を卒業し現在、福井大学

大学院工学研究科産業創成工学専攻繊維先端工学コース

の中根幸治教授の下で研鑽を積んでいる佐々木洸輔氏と、

同じく弘前大学大学院理工学研究科理工学専攻物質創成

化学コースの竹内大介教授の下で研鑽を積んでいる村田結菜氏との 最近の共著論文 7 9 )を

参考にしていただければ幸いである。  
 
2.  実実験験  
 
2 -1 .  試試薬薬  
 
2 -1 -1 .  MA のの精精製製  
ビニルモノマーである MA（富士フイルム和光純薬工業、特級）約 2 5 0  mL を、分液ロート
を用いて 5  ％水酸化ナトリウム水溶液 1 0 0  m L で 3 回、2 0  %塩化ナトリウム水溶液約 1 5 0  mL
で 1 回、最後に蒸留水約 1 0 0  mL で 3 回処理し、その廃液が中性になることを確認した。
その後、塩化カルシウム約 4 0  g で約 1 日乾燥し、減圧蒸留して精製した。この際、減圧度
1 3 5  m m Hg、ベーパー温度 3 8  o C〜 3 9  o C の留分をトラップした。精製した M A は超高純度
アルゴン雰囲気下の茶褐色メジューム瓶中で、使用直前まで - 2 0  °C の冷凍庫に保存した。  
 
2 -1 -2 .  ヒヒドドロロキキノノンン（（ H Q））のの精精製製  
ラジカル重合禁止剤の H Q（富士フイルム和光純薬工業株式会社、特級）は、蒸留水を溶
媒として再結晶を行った。 3 8  o C の蒸留水約 1 0 0  mL に対して H Q 約 1 3  g を 5 0 0  mL の三角
フラスコ内で溶解し 3 日間遮光状態で常温で放置した。その後、減圧ろ過してシャーレに
処理物を取り出し、暗室内のデシケーターに 2 日間放置し取り出した。  
 
2 -1 -3 .  2 ,6 -ジジ -第第三三 -ブブチチルル - p -ククレレゾゾーールル（（ B H T））のの精精製製  
ラジカル重合禁止剤の B HT（富士フイルム和光純薬工業株式会社、特級）は、エタノール
を溶媒として再結晶を行った。常温のエタノール約 1 0 0  m L に対して B H T 約 3 1  g を 5 0 0  m L
の三角フラスコ内で溶解し、これを 3 日間遮光状態で冷蔵庫中に放置した。その後、減圧
ろ過してシャーレに処理物を取り出し、暗室内のデシケーターに 2 日間放置し取り出した。 
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2 -1 -4 .  そそのの他他のの試試薬薬  
重合開始剤として使用したイオン液体である [ ed m i m ] B r はメルク社製の市販品をそのまま
使用した。ラジカル連鎖移動剤としての 1 -ドデカンチオール（ 1 - D T）（シグマ -アルドリ
ッチ，純度 9 8 +%）は市販品をそのまま使用した。重合溶媒のジオキサン（富士フイルム
和光純薬株式会社，高速液体クロマトグラフィー用）・N ,N -ジメチルホルムアミド（ D M F）
（富士フイルム和光純薬株式会社，高速液体クロマトグラフィー用）・テトラヒドロフラ

ン（ T H F）（富士フイルム和光純薬株式会社，高速液体クロマトグラフィー用）は、それ
ぞれ市販されている超高純度品を用いた。また、重合系脱酸素のためのバブリング に使用

したアルゴンガスは、東邦アセチレン株式会社製の超高純度品（酸素含有量  0 . 2  p p m 以下）
を使用した。  
 
2 -2 .  重重合合方方法法  
 
重合はパイレックスガラス製褐色重合管を用いて行った。空気雰囲気下の実験については、

ここにメカニカルピッペトを用いてモノマー・重合溶媒・ [ e d mi m ] B r を仕込み、プラスチ
ック製ねじ式キャップで密閉した。その後十分に撹拌し重合管内を均一状態にした。比較

データをとるためのアルゴン雰囲気下の実験に関しては、あらかじめ重合管に超小型の撹

拌子を入れ、同じくメカニカルピッペトを用いてモノマー・重合溶媒・ [ e d m i m ]B r を仕込
み、ラバーセプタムキャップで密栓した。さらに、この重合管をビーカー中の氷水に浸し

た状態でモノマー溶液をマグネティックスターラーで撹拌しながら、ラバーセプタムキャ

ップに差し込んだ 2 本の注射針の片方から超高純度アルゴンガスを 1 0 分間（ 4 5 0〜 5 0 0  
m L/ m in）吹き込むことにより系中の空気を除去した。 2 本の注射針を抜いた後のラバーセ
プタムキャップにはビニールテープ・シーロンフィルム・ポリエチレンフィルムを順に被

せ輪ゴムで止め重合管内への空気の混入防いだ。これら重合管を所定温度にコントロール

したウォーターバスに設置し、この時点で重合開始とした。所定時間経過後、重合管内の

重合反応溶液を、1 0 0  m L ビーカーに入った貧溶媒である n -ヘキサンを強撹拌した状態中に
投ずることで、重合反応を停止すると同時に生成ポリマーを沈殿させた。モノマー転化率

は、沈殿したポリマーを濾過分別した後、 5 0  o C の真空乾燥器内でフルバキューム下、一

昼夜減圧乾燥後に重量法で求めた。  
 
2 -3 .  生生成成ポポリリママーーのの分分析析  
 
得られたポリマーの数平均分子量（ Mn）・重量平均分子量（ Mw）・分子量分布（ Mw / Mn）
は、T H F に溶解し濾過したポリマーサンプルを試料溶液としてゲルろ過クロマトグラフィ
ー（ GP C）の測定で求めた。GP C 装置としては、島津 R I D -1 0 A 示差屈折率計・島津 S CL -1 0 AV P
コントローラー・島津 L C- 1 0 A D VP ポンプ・T S K ゲルカラム（ GM H H R -M）・島津 D GU - 1 2 A
オンライン脱気装置からなる島津 L C - VP システムを使用した。展開溶媒としては T HF を
流速 0 . 8  m L/ m i m で使用し、カラム温度は 4 0  o C に設定した。検量線は、1 .3 ×1 0 3 から 2 .3 ×1 0 6  

AM U の範囲の標準単分散ポリスチレン（富士フイルム和光純薬工業株式会社）から作成し、
島津 L C So lu t io n ソフトウェアを用いてデータ分析を実行した。  
 
3.  結結果果とと考考察察  
 
T ab l e  1 には空気雰囲気下及び、一部対比実験としてアルゴン雰囲気下における 6 0  o C での
[ ed m i m] B r を開始剤とする M A のジオキサン溶液重合の結果を示す。この表から、まず基
本的な重合挙動として、与えられた実験条件下においては、空気雰囲気下においてもアル

ゴン雰囲気下においても M A の熱自己開始自己加速重合は進行しないことが確認出来る。
このことは、 [ e d mi m ] B r 自体の重合開始能を裏付ける結果であり、過去の著者の実験で他
のビニルモノマーでも確認しているが、ここで再確認

している。さらに、典型的なラジカル重合挙動として、

空気雰囲気下の重合において、ラジカル重合禁止剤で

ある H Q 及び B H T は効果的に重合を抑制することに加
えて、ラジカル連鎖移動剤である 1 - D T は生成ポリマ
ー分子量を低下させる。一方、対比実験としてのアル

ゴン雰囲気下における重合において、重合速度的にも

生成ポリマー分子量的にも、空気雰囲気下の重合と類

似の重合挙動が観察される。汎用のラジカル重合開始

Table 1. Polymerization of MA Initiated with [edmim]Bra 
.Entry     Time     Atmosphere    Additivec    Conversion       Mnd       Mw/Mnd 

             ( hr )                                 ( ％ )  
     1        0.5          Air         (Nil)          3.6 

     2         1.          Air         (Nil)          7.0 

     3         2.          Air         (Nil)         13.3 

     4         3.          Air         (Nil)         19.0    78000    2.22 

     5         3          Air      .   HQ           0.0 

     6         3          Air         BHT     .     1.4 

     7         3          Air         1-DT         18.5     1000        2.23 

     8b.        3          Air        . (Nil)      .    0.0 

     9         3   .     Argon        (Nil)        . .16.1    79000        1.60 

    10b.        3        .Argon        (Nil)       .   0.0 
aMA 5.5 mmol, [edmim]Br 0.028 mmol, dioxane 1.0 ml, 60 oC. b[edmim]Br nil. c0.165 mmol. 
dDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 

■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 7

─ 21 ─



 
 

Table 4. Polymerization of MA Initiated with [edmim]Bra 
.Entry     Time      Additivec    Conversion      Mnd        Mw/Mnd 

             ( hr )                    ( ％ ) 
     1        0.5         (Nil)          2.8        

     2         1.         (Nil)          5.9        21000        1.45 

     3         2.         (Nil)         17.0        24000        1.98 

     4         3.         (Nil)         19.8        41000        2.41 

     5         3          HQ           9.2       

     6         3         BHT     .     3.2 

     7         3         1-DT         15.8       864000        3.20 

     8b.        3         (Nil)      .    5.0 
aMA 5.5 mmol, [edmim]Br 0.028 mmol, dioxane 1.0 ml, under argon, 70 oC. 
b[edmim]Br nil. c0.165 mmol. 
dDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 

剤であるアゾビスイソブチロニトリル（ A I B N） 8 0 )や過酸化ベンゾイル（ B P O） 8 1 )を用いた

重合においては、酸素バイラジカルの影響で空気雰囲気下の重合は抑制されるが、不活性

ガス雰囲気下の重合は速やかに進行することに加え、生成ポリマー分子量も空気雰囲気下

においては不活性ガス雰囲気下よりも小さくなる。この意味において、ここで得られた結

果は通常のラジカル重合と異なる。このような重合挙動をベースにさらなる詳しい検討の

一環として、上述の実験の重合温度を 1 0  o C 上昇さ
せた場合の重合結果を T ab l e  2 にまとめている。よ
り具体的には、T a b l e  2 に空気雰囲気下及び、一部対
比実験としてアルゴン雰囲気下における 7 0  o C での
[ ed m i m] B r を開始剤とする M A のジオキサン溶液重
合の結果を示す。空気雰囲気下においては、 6 0  o C
の重合と同様に M A の熱自己開始自己加速重合は進
行ないのに対して、アルゴン雰囲気下においては 6 0  
o C の重合と異なり熱自己開始自己加速重合が進行

する傾向が観察される。熱自己開始自己加速重合が

ラジカル機構で進行することは容易に推測できるので、その意味で空気雰囲気下では進行

しないことは、空気中の酸素バイラジカルが熱自己開始自己加速重合を抑制していること

が窺える。いずれにしても、 7 0  o C におけるアルゴン雰囲気下の重合に関する考察にはこ

の点を考慮する必要があるものの、熱自己開始自己加速重合で得られたポリマーの分子量

が [ ed m i m ] Br を開始剤に用いた重合のそれと比較して著しく大きいことから、 [ e d m i m ] Br
の特殊な重合開始能がわかる。さらに、空気雰囲気下の重合について特筆すべきは、重合

温度を上昇させたことによる若干の初期重合速度のアップとともに、 H Q 及び B HT と同様
に 1 - D T の添加によっても効果的な重合抑制効果が発現することである。一般的に認知さ
れているラジカル連鎖移動剤の添加効果としては、生長ポリマー鎖からラジカルを受け取

り一旦ポリマーの伸長を止めるが、別の生長反応を開始し分子量は小さいものの分子量の

揃ったポリマーが得られることが知られている。したがって、この場合の 1 - D T の重合抑
制効果の原因については不明であるものの、興味ある結果である。このように、ラジカル

重合を示唆する重合挙動が認められるものの、 6 0  o C の場合とは異なる重合挙動も認めら

れる。重合温度の影響について検討する必然の流

れとして、重合温度をさらに 1 0  o C 上昇させた場
合の重合結果を T a b l e  3 にまとめている。つまり、
T ab l e  3 には空気雰囲気下及び、一部対比実験とし
てアルゴン雰囲気下における 8 0  o C での [ e d m i m ]B r
を開始剤とする M A のジオキサン溶液重合の結果
を示す。空気雰囲気下においては初期重合速度が

大きくなる明確な傾向がここでは観察され、H Q・
B HT・ 1 - DT の添加効果については、前述の 6 0  o C
での重合同様、典型的なラジカル重合挙動が認め

られる。ただ、ここで注意しなければならないのは、 7 0  o C までは抑制されていた空気雰

囲気下の熱自己開始自己加速重合が、 8 0  o C まで重合温度を上昇させると、ある程度進行

することである。したがって、上述の考察は単に [ e d m i m ]B r を開始剤とする重合に対する
ものではないことになる。一方、アルゴン雰囲気下の重合においては、 7 0  o C で認められ

た熱自己開始自己加速重合が 8 0  o C では抑制されるという予想外の重合挙動が認められ、
[ ed m i m] B r がこの重合条件下で確かな重合開始能を有することが認められる。ここまでの
検討では一部対比実験としてアルゴン雰囲気下の実験であったが、 M A のジオキサン溶液

重合における熱自己開始自己加速重合がより低温で発現するという予想外の結果を再確認

することも含めて、アルゴン雰囲気下での重合に関するより詳しい検討を行っ た。具体的

に T ab l e  4 には、アルゴン雰囲気下 7 0  o C における
[ ed m i m] B r を開始剤とする M A のジオキサン溶液
重合の結果を示す。ここでまず、T a b l e  2 の En t r y  1 0
と T ab l e  4 の En t ry  8 を比較するとわかるように、ア
ルゴン雰囲気下 7 0  o C での M A のジオキサン溶液
重合における熱自己開始自己加速重合の進行が再

確認できる。この実験の再現性という観点からも、

T ab l e  2 の En t r y  9 と T ab l e  4 の En t r y  4 を比較する
と良好であると言える。T ab l e  4 の結果の概略とし
ては、熱自己開始自己加速重合の影響は排除でき ない

Table 2. Polymerization of MA Initiated with [edmim]Bra 
.Entry     Time     Atmosphere    Additivec    Conversion      Mnd      Mw/Mnd 

             ( hr )                                 ( ％ )  
     1        0.5          Air         (Nil)          7.3       56000       1.64 

     2         1.          Air         (Nil)          9.5       87000       1.77 

     3         2.          Air         (Nil)         16.0       77000       1.70 

     4         3.          Air         (Nil)         18.0      113000       1.70 

     5         3          Air      .   HQ           0.0 

     6         3          Air         BHT     .     3.6 

     7         3          Air         1-DT          1.5 

     8b.        3          Air        . (Nil)      .    0.0 

     9         3   .     Argon        (Nil)        . .22.4       62000       2.62 

    10b.        3        .Argon        (Nil)       .   5.1      158000       2.24 
aMA 5.5 mmol, [edmim]Br 0.028 mmol, dioxane 1.0 ml, 70 oC. b[edmim]Br nil. c0.165 mmol. 
dDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 

Table 3. Polymerization of MA Initiated with [edmim]Bra 
.Entry     Time     Atmosphere    Additivec    Conversion      Mnd      Mw/Mnd 

             ( hr )                                 ( ％ )  
     1        0.5          Air         (Nil)          9.7       48000       3.59 

     2         1.          Air         (Nil)         15.0       97000       1.51 

     3         2.          Air         (Nil)         24.4       79000       1.78 

     4         3.          Air         (Nil)         26.6       69000       2.24 

     5         3          Air      .   HQ           2.1 

     6         3          Air         BHT     .     0.0 

     7         3          Air         1-DT         29.5        3000       1.55 

     8b.        3          Air        . (Nil)      .   11.6 

     9         3   .     Argon        (Nil)        . .27.9    83000       1.91 

    10b.        3        .Argon        (Nil)       . (Trace) 
aMA 5.5 mmol, [edmim]Br 0.028 mmol, dioxane 1.0 ml, 80 oC. b[edmim]Br nil. c0.165 mmol. 
dDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 
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ものの、アルゴン雰囲気下 7 0  o C においても、 [ ed m i m ] Br は重合開始剤として機能してい
ることが窺える。このアルゴン雰囲気下の重合の特異性としては、空気雰囲気下における

同一条件の重合（ T a b l e  2 の En t ry  1 ~  En t ry  4 を参照）と比較して、生成ポリマーの分子量
が小さくなることである。というのも、著者自身のこれまで数多くのラジカル重合の検討

結果から、空気雰囲気下における重合で得られるポリマーの分子量は不活性ガス雰囲気下

における重合で得られるそれと比較して小さくなるという一貫した結果が得られるからで

ある。これは、空気中の酸素バイラジカルがラジカル連鎖移動剤として作用することが原

因であると考えて無理のない結果である。一方、ここで注目すべきは、ラジカル重合禁止

剤である H Q 及び B HT の添加で、ある程度重合を抑制するという想定された結果であるの
に対して、ラジカル連鎖移動剤である 1 - D T の添加は、生成ポリマー分子量を減少させる
どころか、大幅に増加させることである。先にも述べたことに加えて、ここまでの実験結

果（ T a b l e  1 の En t ry  7 及び T ab l e  3 の E n t ry  7 を参照）からも裏付けられるように、一般的
なラジカル重合においては 1 - DT の添加によって得られるポリマーの分子量は小さくなる
ことを考慮すると、 H Q や B HT の添加効果とは対照的に、ここでの 1 - DT の添加効果は一
般的なラジカル重合挙動とは大きく異なる。この重合挙動の詳しい原因は現時点で不明で

あるものの、同一条件の空気雰囲気下における重合（ T a b l e  2 の En t r y  7 を参照）が著しく
抑制される特異的な重合挙動のことも考慮すると、1 - DT を介するラジカル連鎖移動反応は
重合温度や空気中の酸素バイラジカルの影響を受ける場合のあることも考えられる。以上

ここまでの検討結果から、[ e d mi m ] Br はジオキサンを重合溶媒に用いた空気雰囲気下 6 0  o C
から 8 0  o C の温度範囲で MA に対するラジカル重合開始能を有することが強く示唆される。
さらにこの重合は、アルゴン雰囲気下でも進行し生成ポリマー分子量が小さくなることか

ら、重合雰囲気によって重合反応を制御出来る可能性がある。次に重合溶媒の影響につい

て検討する一環として、 T HF 溶液重合について検
討した。T a b l e  5 には空気雰囲気下及び、一部対比
実験としてアルゴン雰囲気下における 5 0  o C での
[ ed m i m] B r を開始剤とする MA の T HF 溶液重合の
結果を示す。ちなみに、前述のジオキサンの沸点

が 1 0 1  o C であるのに対して、 T H F のそれは 6 6  o C
であることから、ここでの重合温度は低めになっ

ている。T a b l e  5 と前述の 6 0  o C でのジオキサン溶
液重合をまとめた T a b l e  1 を比較すると、 T H F 溶
液重合は重合温度が 1 0  o C 低いにもかかわらず、
ジオキサン溶液重合と同程度の重合速度で進行し

ていることがわかる。つまり重合速度の観点からは、重合溶媒としてのジオキサンよりも

TH F の方にアドバンテージが認められる。ただ、 T H F 溶液重合で得られたポリマーの分子
量はジオキサン溶液重合で得られたポリマーのそれよりも小さくなる傾向が見受けられ、

この観点からの溶媒効果も確認出来る。また、基本的な重合挙動として、与えられた実験

条件の空気雰囲気下においては M A の熱自己開始自己加速重合は完全に禁止されることか
ら、 [ e d m i m ]B r 自体の重合開始能を裏付ける結果である。さらに空気雰囲気下の重合にお
いては、ラジカル重合禁止剤である H Q 及び B H T が効果的に重合を抑制することに加えて、
ラジカル連鎖移動剤である 1 - DT が生成ポリマー分子量を低下させるという典型的なラジ
カル重合挙動を示す。付言すべきは、上述の検討でも種々予想外の重合挙動が散見される

1 - DT の添加効果について、ここでは重合を大幅に加速することは特筆に値するものの、こ
の重合挙動がラジカル機構を否定するものではない。一つの原因として重合溶媒としての

TH F に対するラジカル連鎖移動反応が関与することが考えられるが、別途詳しい検討が必
要である。一方、この重合挙動を分子量の小さいポリマーを効率的に合成する手法として

応用することも考えられる。次に、対比実験としてのアルゴン雰囲気下における重合につ

いては、ジオキサン溶液重合では 6 0  o C で完全に禁止された熱自己開始自己加速重合（ T a b l e  
1 の En t ry  1 0 を参照）が T HF を重合溶媒に用いると 5 0  o C でもある程度進行することが観
察 さ れ る 。 し か し な が ら 、 熱 自 己 開 始 自 己 加 速 重 合 で 得 ら れ た ポ リ マ ー の 転 化 率 が

[ ed m i m] B r を開始剤に用いた重合のそれと比較して十分に小さいことから、アルゴン雰囲
気下においても M A の T H F 溶液重合に対する [ e d m i m] B r の特殊な重合開始能が確認出来る。
さらに注目すべきは、このアルゴン雰囲気下で得られたポリマーの分子量が空気雰囲気下

で得られたポリマーのそれよりも著しく小さいことである。この現象は上述のジオキサン

溶液重合でも散見される（ T a b l e  2 の E n t ry  4 及び、 E n t ry  9 を参照）が、ここでは最も顕著
である。先にも述べたように、 A I B N や B P O など通常のラジカル重合開始剤を用いた著者
自身の重合実験からも明らかなように、通常のラジカル重合は空気中の酸素バイラジカル

Table 5. Polymerization of MA Initiated with [edmim]Bra 
.Entry     Time     Atmosphere    Additivec    Conversion      Mnd       Mw/Mnd 

             ( hr )                                 ( ％ )  
     1        0.5          Air         (Nil)          5.8                       

     2         1.          Air         (Nil)          9.9        15000        2.01 

     3         2.          Air         (Nil)         15.3        15000        1.91 

     4         3.          Air         (Nil)         18.5        18000        1.95 

     5         3          Air      .   HQ           3.9                      

     6         3          Air         BHT     .     2.9           

     7         3          Air         1-DT         30.5         2000        2.16 

     8b.        3          Air        . (Nil)      .    0.0 

     9         3   .     Argon        (Nil)        . 39.8    .     3000        3.00 

    10b.        3        .Argon        (Nil)       .   5.1 
aMA 5.5 mmol, [edmim]Br 0.028 mmol, THF 1.0 ml, 50 oC. b[edmim]Br nil. c0.165 mmol. 
dDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 
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の影響で、空気雰囲気下での重合よりもアルゴン雰囲気下での重合の方が速やかに進行す

るので、この観点からはここでのアルゴン雰囲気下の重合は予想通りであるが、生成ポリ

マー分子量の観点からは特異的であると言える。このように H Q・ B HT・ 1 - D T の添加効果
からは、 [ e d m i m] B r を開始剤とする M A の T HF 溶液重合は空気雰囲気下においてラジカル
機構で進行することが示唆されるにもかかわらず、アルゴン雰囲気下における重合挙動に

ついてはラジカル機構では説明できない現象が認められる。ただ視点を変えると、空気雰

囲気下で 1 - DT を添加した上述の重合（ T a b l e  5 の En t ry  7 を参照）と同様に、ここでのア
ルゴン雰囲気下の重合は、低分子量のポリマーを効率的に合成する手法としては興味が持

たれる。一方、空気雰囲気下の重合について、 [ e d mi m ] B r の
重合開始能を異なる観点から再確認する意味で、重合速度の

重 合 開 始 剤 濃 度 依 存 性 に つ い て 検 討 し た 。 具 体 例 と し て

Fig u r e  1 には、空気雰囲気下 5 0  o C において開始剤である

[ ed m i m] B r 添加量を変えた MA の T HF 溶液重合のタイムコン
バージョン曲線をあわせて示している。 F ig u r e  1 から容易に
わかるのは、重合開始剤濃度が高くなると重合速度が大きく

なることである。この事実は、 [ e d mi m ] B r が重合開始剤とし
て確かに機能していることの再確認となる。次に、この T H F
溶液重合に関する重合温度と開始剤量の影響について検討し

た。 T a b l e  6 には T a b l e  5 の実験に対して重合温度を 1 0  o C 上
げ、さらに開始剤量も 2 倍にした M A の T HF 溶液重合の結果
を示す。 T a b l e  6 記載の転化率と対応する T ab l e  5 記載の転化
率の比較からすぐにわかることとして、この T HF 溶液重合に
おいては重合温度を上昇させ開始剤量を増やした相乗効果で

重合速度が飛躍的に大きくなるという重

合挙動があげられる。そして最も注目す

べきは T ab l e  6 記載のポリマーの分子量
は、T a b l e  5 記載のポリマーのそれと比較
して著しく小さいということである。こ

の原因は開始剤としての [ e d mi m ] Br 添加
量が 2 倍になったことに加え、空気中の
重合ということで、重合温度の上昇に伴

い空気中の酸素バイラジカルが関与する

ラジカル連鎖移動反応が活発化すること

が考えられる。しかし、このような重合温度と生成ポリマー分子量の関係は先に述べた空

気雰囲気下におけるジオキサン溶液重合では認められない（ T a b l e  1・ T ab l e  2・ T ab l e  3 そ
れぞれの En t ry  1～ 4 を参照）ので、 [ e d m i m ]B r を開始剤とする M A の T HF 溶液重合の特徴
である可能性もある。ここで明らかになった TH F 溶液重合の特徴から、単純に重合温度を
コントロールすることによって重合速度及び生成ポリマー分子量を制御できる可能性もあ

り、今後さらに詳しく検討する予定である。ここまで重合溶媒として使用してきたジオキ

サンや T H F は中程度の極性を有する分子であるが、本検討の最後に今後の検討を見据えて、
高極性溶媒である D MF を重合溶媒とした場合の検討を行った。ここでは D MF の沸点が 1 5 1  
o C と高いため、重合温度は高めで検討を行った。具体例として、 F i g u r e  2 には、空気雰囲
気下 8 0  o C において、開始剤である [ e d m i m ] Br の添加量を変えた M A の DMF 溶液重合のタ
イムコンバージョン曲線をあわせて示す。 [ e d m i m] B r 濃度
が高くなると重合速度が大きくなることが F ig u r e  2 から容
易にわかるので、この実験における [ e d m i m ]B r の重合開始
剤としての有効性が確認出来る。同一条件下のジオキサン

溶液重合（ T a b l e  3 の En t r y  1 ~  En t r y  4 を参照）と比較する
と、重合速度的にこの DM F 溶液重合は同程度である。本
検討で用いた重合溶媒ではジオキサンの極性が最も小さい

ことを念頭に置き、上で述べた T H F 溶液重合の重合速度が
ジオキサン溶液重合のそれよりも大きいことから、重合溶

媒の極性が大きくなるにつれて重合速度が大きくなること

も期待されたが、D MF 重合溶媒で得られた結果はそのよう
なものではない。ただ、本検討で用いた重合溶媒は誘電率

の観点から極性の小さい順にジオキサン・ T H F・ D M F の 3
種類のみなので、今後さらなる検討の余地が残る。

Table 6. Polymerization of MA Initiated with [edmim]Br a 

    Entry        Time        Conversion          Mnb        Mw/Mnb  

                 ( hr )         . ( ％ )  

     1           0.5            34.6            4000          2.51 

     2            1            50.8            4000          2.54 

     3            2            65.2            2000          5.14 

     4            3            66.0            2000          4.37 
aMA 5.5 mmol, [edmim]Br 0.055 mmol, THF 1.0 ml, under air, 60 oC. 
bDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 
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4.  結結言言  
 
本稿においては、著者が長年手掛けてきたイオン液体に関する新たな特性としてのラジカ

ル重合開始能について最近のデータを紹介した。一方、一教育者・一研究者として社会と

の関わり方は重要で、世の中の動向については常に独自の視点からの哲学を持ち、それを

ベースとした教育・研究活動になることを常に心がけている。緒言で述べたことの総括に

もなるが、現在の社会状況は混沌としており未来展望は楽観視はできない。しかし、多く

の時間を必要とするが、一人でも多くの良識的な人間を社会に送り出すことが著者にでき

る最大の社会貢献であると信じて、今後も教育・研究活動を続ける覚悟である。  
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3 2 .  D i n g ,  S . ,  R o d o s z ,  M .  &  S h e n ,  Y . ,  
M a c r o m o l e c u l e s ,  3 8  ( 2 0 0 5 )  5 9 2 1 - 5 9 2 8 .  

3 3 .  L i ,  J . ,  Z h a n g ,  J .  &  L i u ,  Z . ,  J .  P o l y m .  S c i .  
P o l y m .  C h e m .  E d . ,  4 4  ( 1 5 )  ( 2 0 0 6 )  4 4 2 0 - 4 4 2 7 .  

3 4 .  S t r e h m e l ,  V . ,  L a s c h e w s k y ,  A . ,  W e t z e l ,  H .  &  
G ö r n i t z ,  E . ,  M a c r o m o l e c u l e s ,  3 9  ( 2 0 0 6 )  
9 2 3 - 9 3 0 .  

3 5 .  S c h m i d t - N a a k e ,  G . ,  S c h m a l f u ß ,  A .  &  W o e c h t ,  
I . ,  C h e m .  E n g .  R e s .  D e s . ,  8 6  ( 7 )  ( 2 0 0 8 )  
7 6 5 - 7 7 4 .  

3 6 .  T h u r e c h t ,  K .  J . ,  G o o d e n ,  P .  N . ,  G o e l ,  S . ,  
T u c k ,  C . ,  L i c e n c e ,  P .  &  I r v i n e ,  D .  J . ,  
M a c r o m o l e c u l e s ,  4 1  ( 8 )  ( 2 0 0 8 )  2 8 1 4 - 2 8 2 0 .   

3 7 .  Wo e c h t ,  I . ,  S c h m i d t - N a a k e ,  G .  B e u e r m a n n ,  S . ,  
B u b a c k ,  M .  &  G a r c i a ,  N . ,  J .  P o l y m .  S c i .  
P o l y m .  C h e m .  E d . ,  4 6  ( 2 0 0 8 )  1 4 6 0 - 1 4 6 9 .  

3 8 .  A n d r z e j e w s k a ,  E . ,  P o d g o r s k a - G o l u b s k a ,  M . ,  
S t e p n i a k ,  I .  &  A n d r z e j e w s k i ,  M . ,  P o l y m e r ,  5 0  
( 9 )  ( 2 0 0 9 )  2 0 4 0 - 2 0 4 7 .  

3 9 .  B a r t h ,  J . ,  B u b a c k ,  M . ,  S c h m i d t - N a a k e ,  G .  &  
W o e c h t ,  I . ,  P o l y m e r ,  5 0  ( 2 0 0 9 )  5 7 0 8 - 5 7 1 2 .  

4 0 .  S c h m i d t - N a a k e ,  G . ,  W o e c h t ,  I . ,  S c h m a l f u ß ,  A .  
&  G l ü c k ,  T . ,  M a c r o m o l .  S y m p . ,  ( 2 0 0 9 )  
2 0 4 - 2 1 8 .  
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4 1 .  P u t t i c k ,  S . ,  I r v i n e ,  D .  J . ,  L i c e n c e ,  P .  &  
T h u r e c h t ,  K .  J . ,  J .  M a t t e r  C h e m . ,  1 9  ( 1 8 )  
( 2 0 0 9 )  2 6 7 9 - 2 6 8 2 .  

4 2 .  O h n o ,  H . ,  I o n i c  L i q u i d ;  C M C  P r e s s :  J a p a n ,  
( 2 0 0 3 ) .  

4 3 .  O h n o ,  H . ,  I o n i c  L i q u i d  Ⅱ ;  C M C  P r e s s :  J a p a n ,  
( 2 0 0 6 ) .  

4 4 .  O h n o ,  H . ,  I o n i c  L i q u i d  Ⅲ ;  C M C  P r e s s :  J a p a n ,  
( 2 0 1 0 ) .  

4 5 .  K a n n o ,  S . ,  P r e p r i n t s  o f  t h e  8 t h  S P S J  
I n t e r n a t i o n a l  P o l y m e r  C o n f e r e n c e ,  ( 2 0 0 5 )  
4 9 3 .  /  F u k u o k a  I n t e r n a t i o n a l  C o n g r e s s  C e n t e r  
( F u k u o k a ,  J a p a n ) .  

4 6 .  K a n n o ,  S . ,  P r e p r i n t s  o f  t h e  2 0 0 5  I n t e r n a t i o n a l  
C h e m i c a l  C o n g r e s s  o f  P a c i f i c  B a s i n  
S o c i e t i e s ,  ( 2 0 0 5 )  P r o g r a m  N u m b e r : 1 2 7 .  /  M i d  
P a c i f i c  C o n f e r e n c e  C e n t e r  a n d  W a i k i k i  B e a c h  
M a r r i o t  ( H o n o l u l u ,  U . S . A . ) .  

4 7 .  K a n n o ,  S . ,  B u l l e t i n  o f  T o h o k u  S e i k a t s u  B u n k a  
C o l l e g e ,  J a p a n ,  3 6  ( 2 0 0 5 )  6 1 - 7 4 .  

4 8 .  K a n n o ,  S . ,  P o l y m .  P r e p r .  J p n . ,  5 4  ( 2 0 0 5 )  1 1 6 .  
4 9 .  K a n n o ,  S . ,  P o l y m .  P r e p r .  J p n . ,  5 4  ( 2 0 0 5 )  1 1 7 .  
5 0 .  K a n n o ,  S . ,  P o l y m .  P r e p r .  J p n . ,  5 4  ( 2 0 0 5 )  

2 4 7 9 .  
5 1 .  K a n n o ,  S . ,  2 0 0 5  A s s o c i a t i o n  o f  C h e m i c a l  

S o c i e t y  i n  T o h o k u  A r e a  F o r u m  P r e p r . ,  S e n d a i  
J p n . ,  ( 2 0 0 5 )  2 2 9 .  

5 2 .  K a n n o ,  S .  ,  N a k a n o ,  H .  &  I w a s a w a ,  H . ,  2 0 0 5  
A s s o c i a t i o n  o f  C h e m i c a l  S o c i e t y  i n  T o h o k u  
A r e a  F o r u m  P r e p r . ,  S e n d a i  J p n . ,  ( 2 0 0 5 )  2 3 0 .  

5 3 .  K a n n o ,  S . ,  2 0 0 5  P o l y m e r  F o r u m  P r e p r . ,  
M o r i o k a  J p n . ,  ( 2 0 0 5 )  1 0 .  

5 4 .  K a n n o ,  S . ,  J a p a n e s e  P a t e n t ,  P a t e n t  N u m b e r  
4 7 1 9 0 7 6 .   

5 5 .  K a n n o ,  S . ,  J a p a n e s e  P a t e n t ,  P a t e n t  N u m b e r  
4 7 1 9 0 8 0 .     

5 6 .  K a n n o ,  S . ,  P re p r i n t s  o f  E U C H E M  2 0 0 8  
C o n f e re n c e  o n  M o l t e n  S a l t s  a n d  I o n i c  
L i q u i d s ,  ( 2 0 0 8 )  1 4 8 .  /  A d m i r a l  H o t e l  
( C o p e n h a g e n ,  D e n m a r k ) .  

5 7 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  1 0 t h  
I N T E R N AT I O N A L  C O N F E R E N C E  O N  
F R O N T T I E R S  O F  P O LY M E R S  A N D  
A D VA N C E D  M AT E R I A L S ,  ( 2 0 0 9 )  8 9 .  /  
S a n t i a g o  U n i v e r s i t y  a n d  C h i l e  U n i v e r s i t y  
( S a n t i a g o  d e  C h i l e ) .  

5 8 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  E U C H E M  
2 0 1 0  C o n f e re n c e  o n  M o l t e n  S a l t s  a n d  I o n i c  
L i q u i d s ,  ( 2 0 1 0 )  1 0 5 .  /  K o n z e r t -  u n d  
K o n g r e s s h a l l e  B a m b e rg  ( B a m b e rg ,  G e r m a n y ) .  

5 9 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  T h e  11 t h  
I n t e r n a t i o n a l  C h e m i s t r y  C o n f e re n c e  a n d  
E x h i b i t i o n  i n  A f r i c a ,  ( 2 0 1 0 )  2 6 5 .  /  P y r a m i s a  
I s i s  H o t e l  L u x o r  ( L u x o r ,  E g y p t ) .  

6 0 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  T h e  11 t h  
I n t e r n a t i o n a l  C h e m i s t r y  C o n f e re n c e  a n d  
E x h i b i t i o n  i n  A f r i c a ,  ( 2 0 1 0 )  3 3 7 .  /  P y r a m i s a  
I s i s  H o t e l  L u x o r  ( L u x o r ,  E g y p t ) .  

6 1 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  11 t h  
I n t e r n a t i o n a l  C o n f e re n c e  o n  F ro n t i e r s  o f  
P o l y m e r s  a n d  A d v a n c e d  M a t e r i a l s ,  ( 2 0 11 )  
1 2 8 .  /  C o n f e r e n c e  C e n t r e  U n i v e r s i t y  o f  
P r e t o r i a  ( P r e t o r i a ,  S o u t h  A f r i c a ) .  

6 2 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  11 t h  
I n t e r n a t i o n a l  C o n f e re n c e  o n  F ro n t i e r s  o f  
P o l y m e r s  a n d  A d v a n c e d  M a t e r i a l s ,  ( 2 0 11 )  
1 5 6 .  /  C o n f e r e n c e  C e n t r e  U n i v e r s i t y  o f  
P r e t o r i a  ( P r e t o r i a ,  S o u t h  A f r i c a ) .  

6 3 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  I U PA C  7 t h  
I n t e r n a t i o n a l  C o n f e re n c e  o n  N o v e l  M a t e r i a l s  
a n d  t h e i r  S y n t h e s i s  ( N M S - V I I )  &  2 1 s t  
I n t e r n a t i o n a l  S y m p o s i u m  o n  F i n e  C h e m i s t r y  

a n d  F u n c t i o n a l  P o l y m e r s  ( F C F P - X X I ) ,  
( 2 0 11 )  P 3 6 .  /  F u d a n  U n i v e r s i t y  ( S h a n g h a i ,  
C h i n a ) .  

6 4 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  I U PA C  7 t h  
I n t e r n a t i o n a l  C o n f e re n c e  o n  N o v e l  M a t e r i a l s  
a n d  t h e i r  S y n t h e s i s  ( N M S - V I I )  &  2 1 s t  
I n t e r n a t i o n a l  S y m p o s i u m  o n  F i n e  C h e m i s t r y  
a n d  F u n c t i o n a l  P o l y m e r s  ( F C F P - X X I ) ,  
( 2 0 11 )  C 3 9 .  /  F u d a n  U n i v e r s i t y  ( S h a n g h a i ,  
C h i n a ) .  

6 5 .  K a n n o ,  S . ,  M o l e c u l a r  C r y s t a l s  &  L i q u i d  
C r y s t a l s ,  Vo l u m e  5 5 6 ,  I s s u e  1  ( 2 0 1 2 )  6 1 - 7 3 .  

6 6 .  K a n n o ,  S . ,  M o l e c u l a r  C r y s t a l s  &  L i q u i d  
C r y s t a l s ,  5 5 6  ( 1 )  ( 2 0 1 2 )  6 1 - 7 3 .  

6 7 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  E u r a s i a - 1 2 ,  
( 2 0 1 2 )  S 1 4 - O P 1 .  /  T h e  C h a n d r i s  H o t e l  ( T h e  
I s l a n d  o f  C o r f u ,  G r e e c e ) .  

6 8 .  K a n n o ,  S . ,  M a c ro 2 0 1 2  -  I U PA C  Wo r l d  P o l y m e r  
C o n g re s s  -  A b s t r a c t ,  ( 2 0 1 2 )  1 4 2 1 6 0 - W 1 2 8 .  /  
Vi rg i n i a  Te c h  ( B l a c k s b u rg ,  U . S . A . ) .  

6 9 .  K a n n o ,  S . ,  M a c ro 2 0 1 2  -  I U PA C  Wo r l d  P o l y m e r  
C o n g re s s  -  A b s t r a c t ,  ( 2 0 1 2 )  1 4 2 1 6 9 - W 0 9 1 .  /  
Vi rg i n i a  Te c h  ( B l a c k s b u rg ,  U . S . A . ) .  

7 0 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  T h e  1 2 t h  
I n t e r n a t i o n a l  C o n f e re n c e  o n  F ro n t i e r s  o f  
P o l y m e r s  a n d  A d v a n c e d  M a t e r i a l s ,  ( 2 0 1 3 )  
S Y N - O - 1 3 .  /  O w e n  G  G l e n n  B u i l d i n g ,  
U n i v e r s i t y  o f  A u c k l a n d  ( A u c k l a n d ,  N e w  
Z e a l a n d ) .  

7 1 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  T h e  1 2 t h  
I n t e r n a t i o n a l  C o n f e re n c e  o n  F ro n t i e r s  o f  
P o l y m e r s  a n d  A d v a n c e d  M a t e r i a l s ,  ( 2 0 1 3 )  
S Y N - M 11 3 .  /  O w e n  G  G l e n n  B u i l d i n g ,  
U n i v e r s i t y  o f  A u c k l a n d  ( A u c k l a n d ,  N e w  
Z e a l a n d ) .  

7 2 .  K a n n o ,  S . ,  M o l e c u l a r  C r y s t a l s  &  L i q u i d  
C r y s t a l s ,  Vo l u m e  6 0 3 ,  I s s u e  1  ( 2 0 1 4 )  3 - 1 9 .  

7 3 .  K a n n o ,  S . ,  M o l e c u l a r  C r y s t a l s  &  L i q u i d  
C r y s t a l s ,  6 0 3  ( 1 )  ( 2 0 1 4 )  3 - 1 9 .  

7 4 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  2 n d  
I n t e r n a t i o n a l  C o n f e re n c e  o n  I o n i c  L i q u i d s  i n  
S e p a r a t i o n  a n d  P u r i f i c a t i o n  Te c h n o l o g y ,  
( 2 0 1 4 )  O 1 4 . 2 .  /  T h e  We s t i n  H a r b o u r  C a s t l e  
( To r o n t o ,  C a n a d a ) .  

7 5 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  2 n d  
I n t e r n a t i o n a l  C o n f e re n c e  o n  I o n i c  L i q u i d s  i n  
S e p a r a t i o n  a n d  P u r i f i c a t i o n  Te c h n o l o g y ,  
( 2 0 1 4 )  P 0 6 8 .  /  T h e  We s t i n  H a r b o u r  C a s t l e  
( To r o n t o ,  C a n a d a ) .  

7 6 .  K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S T R A C T S  t h e  1 8 t h  
I U PA C  I n t e r n a t i o n a l  S y m p o s i u m  o n  
O rg a n o m e t a l l i c  C h e m i s t r y  D i re c t e d  To w a rd s  
O rg a n i c  S y n t h e s i s ,  ( 2 0 1 5 )  3 6 9 - 3 7 0 .  /  H o t e l  
M e l i á  S i t g e s  ( B a r c e l o n a ,  S p a i n ) .  

7 7 .  K a n n o ,  S . ,  P ro g r a m m e  a n d  A b s t re a c t s  o f  2 6 t h  
E U C H E M  C o n f e re n c e  o n  M o l t e n  S a l t s  a n d  
I o n i c  L i q u i d s ,  ( 2 0 1 6 )  3 1 6 .  /  H o t e l  S a v o y e n  
( Vi e n n a ,  A u s t r i a ) .  

7 8 .  K a n n o ,  S . , “ H a r d e n e r  a n d  
C r o s s l i n k e r ” G i j y u t u  J o u h o u  K y o u k a i ,  J a p a n ,  
( 2 0 2 1 )  9 4 - 1 1 6 .  

7 9 .  S a s a k i ,  K . ,  M u r a t a ,  Y .  &  K a n n o ,  S . ,  B u l l e t i n  
o f  T o h o k u  S e i k a t s u  B u n k a  U n i v e r s i t y ,  J a p a n ,  
5 3  ( 2 0 2 2 )  i n  p r e s s .  

8 0 .  K a n n o ,  S . ,  B u l l e t i n  o f  T o h o k u  S e i k a t s u  B u n k a  
U n i v e r s i t y  E d u c a t i o n a l  C e n t e r ,  J a p a n ,  V o l . 3  
( 2 0 1 8 )  1 8 - 2 8 .  

8 1 .  S a s a k i ,  K . ,  S u d a ,  A .  &  K a n n o ,  S . ,  B u l l e t i n  o f  
T o h o k u  S e i k a t s u  B u n k a  U n i v e r s i t y ,  J a p a n ,  5 0  
( 2 0 1 9 )  5 7 - 6 6 .   
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 *東北生活文化大学短期大学部 講師 

「さかな丸ごと食育」よる総合的な保育の実践  

―あゆの里の未来を担う子ども達―  
 

高橋  恵美 *  

 

１１ ..  ははじじめめにに   

【地域の特徴】  

豊かな森林を有する山間部で、鳴瀬川、田川などが町を貫流し田園地帯が広がっている。

鮎の養殖場があり、町の特産品として知られており、ふるさと納税の返礼品とになってい

る。また、「あゆの里公園」、「レストランあゆの里」、「鮎最中」など、関連する施設

や菓子等もある。鮎を模ったガードレールやオブジェも町内にあり、身近な川魚として親

しまれていたことがわかる。昔から、釣りや投網漁などが盛んで、鮎をはじめとする川魚

が食されていたが、現在は、釣り手や漁師も少なく、地域の人々が鮎を食べる機会が減っ

てきている。  

【幼児の実態と背景】  

家庭や給食で魚を食べているが、肉を食べる回数の方が多い。地元の特産物である鮎に

ついては、オブジェや看板等、園外保育時に町のあちこちで見たり触れたりしているが、

実際の鮎の姿がイメージできる子は少ない。実際に、鮎を食べた経験がある子も少なく、

コロナ禍が続いていることで、お祭り等のイベント時のつかみ取り体験や、塩焼き鮎の出

店風景を見るという経験をしていない。  

そこで、地域の特産物の「鮎」について、養殖場の見学の経験により興味をもち、丸ご

と鮎の塩焼きを食べる実践を通して、ふるさとの味を身近に感じる楽しい体験としたいと

いう目的から本実践に取り組んだ。  

【支援者の思い】  

園長、担任、フリー保育者、短大教員で事前に数度話し合を重ね、実施計画を立案した。

その中で、本実践を行うにあたり、子どもたちの体験へのさまざまな思いを語り合い、共

有しながら進めていった。  

・地域の人々との関わりながら、地域社会の中で子どもたちが健やかに育って欲しい。 

・自分が生まれ育ったふるさとを愛せる人になって欲しい。  
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・魚を見て表現を楽しんだり、育てたり、食べたり、もっと魚に親しみをもって欲しい。

以上の思いから、本実践の目的を次のように設定した。  

【実践の目的】  

地域の特産物の「鮎」について、養殖場の見学の経験により興味をもち、丸ごと鮎の塩

焼きを食べる実践を通して、ふるさとの味を身近に感じる楽しい体験としたい。  

 

２２ ..  方方法法   

２－１．実践計画  

⑴対象者 : 幼稚園 5 歳児  26 名  

⑵支援者 : 園長・担任鮎養殖場職員・調理員・短大教員（養成講師）  

⑶実施時期 : R4 年 9 月 15・ 16・ 20 日 10:00～ 13:30 の間  

⑷場所 :    A 幼稚園・鮎養殖場・商店街  

⑸連携・協力 : 園児の保護者（２名）  

⑹ねらい：①きれいな川に鮎が生息することを知る。  

②鮎の大きさ・形・色・におい  を実際に手に取り体感する。  

③鮎の塩焼き調理の見学をし、丸ごと鮎を食べる体験を通して、鮎の美味  

しさを感じると共に、みんなで一緒に食べる楽  しさを味わう。  

④実物の鮎を知った経験から、町内のオブジェ等と、鮎とのイメージを繋

げる。  

⑤わかったことや、感じたことを絵描き、表現する。  

２－２．支援者の連携  

・日々の保育の中で、町内の鮎探し探検を実施や、絵本や図鑑の読み聞かせを行い、  

鮎を含めた魚全般についての興味関心を高める活動を行う。  

・養殖場の職員をとおし、養殖場見学の許可を得て、実施日を調整する。  

・園長・担任と養殖場見学計画を作成し、時程・安全対策・ねらいについて話し合う。  

・給食調理員・担任と調理計画を立て、子どもたちが行う作業・手順・配慮点につい

て話し合う。  

２－３．教材準備  

・養殖場の下見をし、経路や養殖場内の危険箇所を把握する。  

・人数分の魚の発注をする。  
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・魚を焼く炭・網等の道具・調理器具の準備を依頼する。  

・「リュウキュウアユかえってきてね」他、絵本・図鑑を子どもたちが手に取って見

られるように保育室に配置する。  

・鳴瀬川に遡上する鮎の写真を用意する。  

・さかな丸ごと探検ノート P 3 3 を拡大コピーし、食べ方がわかるように貼っておく。 

・調理後に全員で食事ができるよう、配膳台  

・テーブル・椅子・布巾・食器の準備をする。  

２－４．実践内容  

 幼児の活動  支援者の活動（○保育者▷養殖

場職員▶調理員）  

資 料 ・

教具  

実践１  

 

視 覚 教

材 に 触

れる  

 

 

① き れ い な 川 に 鮎 が 生 息 す る こ と

を知る。  

→ 絵 本 や 図 鑑 の 読 み 聞 か せ を 通 し

て、鮎に興味をもつ。  

→ 鳴 瀬 川 に 鮎 が 泳 い で い る 写 真 を

見て身近に感じる。  

○絵本「リュウキュウアユかえ

ってきてね」を読み、鮎がふ

るさとの川に帰ってくること

が分かるように伝える。  

○町内で行われている稚魚の放

流や川を泳いでいる姿、鮎の

里公園や堤防の写真を見せ、

自分たちの住んでいる町に鮎

が生息していることを知らせ

る。  

・絵本  

・写真  

実践２  

 

見学  

体験  

 

 

 

 

 

②鮎の大きさ・形・色・においを実

際に手に取り体感する。  

→養殖場の職員の話を聞く。  

→鮎を近くで見る。  

→鮎を触る。  

→ 希 望 児 は 、 鮎 の つ か み 取 り を 行

う。  

→気づいたことを言葉で表現し、思

いを共有する。  

○グループごとに集め、順次見

学する。鮎の泳いでいる姿や、

餌を食べる様子が見えるよう

支援する。  

▷鮎の名前や特徴についてわか

りやすく説明する。  

▷魚を食べることができるまで

の流れを知らせる。  

・ 見 学

カード  

・ ス タ

ンプ  
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 ○鮎を近くで見たり触ったり、

しながら、特徴に気づけるよ

うに支援する。  

実践３  

 

調理見

学実食  

 

 

 

 

③調理している様子を見学し、丸ご

と 鮎 の 塩 焼 き を 食 べ る 体 験 を 通

し て 、 鮎 の 美 味 し さ を 感 じ な が

ら、みんなで一緒に食べる楽しさ

を味わう。  

→ 食 べ る 際 の 注 意 事 項 を 聞 き 理 解

し、グループのメンバーと一緒に

食べる。  

▶調理の仕方や焼き上がりのポ

イントを話す。  

○グループごと順番に見学が行

えるよう誘導する。  

▶食べる際の注意事項を、見本

を見せながら話す。  

○焼きあがった鮎を皿に盛り、

全員に配る。  

○みんなで楽しく食べる雰囲気

づくりを行う。  

○片付けを行う。  

・ お さ

か な 丸

ご と 探

検 ノ ー

ト  

P32

～ 33 

実践４  

 

発展  

 

④実物の鮎を知った経験から、町内

の オ ブ ジ ェ 等 の 鮎 と の イ メ ー ジ

を繋げる。  

→散歩の際に鮎探しを楽しむ。  

⑤ さ か な の 自 己 紹 介 カ ー ド に 各 自

絵を描き、わかったことや、感じ

たことを、表現する。  

○お散歩マップを見ながらグル

ープごとに順路を決め、安全

に気をつけて鮎探しを行う。  

（歩道、マンホールの蓋、街

頭、ガードレール他）  

○子どもの感想を聞きながら、

鮎についてわかったことや、

感じたことを、それぞれが表

現する様子を見守る。  

・ お 散

歩 マ ッ

プ  

・ さ か

な の 自

己 紹 介

カ ー ド

に 鮎 の

絵 を 描

く 。

P35 

 

３３．．  評評価価のの観観点点   

３－１．評価の観点（幼児）  
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   評価（◆）  

◆鳴瀬川に鮎が生息することがわかったか。  

（目標①観察・発言）  

◆鮎に興味をもち、じっくり観察することができたか。  

（目標②観察・発言）  

◆楽しく調理をして、みんなで一緒に食べることができたか。  

（目標③観察・会話）  

◆鮎への興味を高め、イメージを広げられたか。  

（目標④観察・発言）  

（目標⑤描画・記録）  

 

３－２   支援者の留意点等の評価の観点   

 

 

 

  

  

４４ ..  ままととめめ   

子どもたちは、事前活動の絵本や図鑑での知識の広がりや、 つかみ取り、塩焼き実食、

街の散策を通して、鮎への興味や関心を持つようになった。また、体験を通して、子ども

たちが五感で感じたことは、心に残る経験となったようだ。子ども同士の会話や保育者と

のやり取りの中でも、自分の思いや感じたことをいきいきと話す姿が見受けられた。さら

に、子どもたちが体験談を家庭でも伝えることにより、家族の会話も盛り上がったとの報

告もあった。  

本実践では、支援者となる園長、担任、フリー保育者、鮎養殖場職員、短大教員（養成

講師）が協働して取り組むことができ、多職種連携の大切さと有益を実感した。地域の資

源を活用し保育に取り入れようと提案し、保育者だけで取り組もうとする多くの場合、困

難さが先んじてしまう。しかし、今回のように、子どもたちへの思いを共有し合い、多職

・学習者の魚に対する興味や関心を高める活動ができたか。  

・学習者のやりたい気持ちにこたえ、楽しく活動を展開できたか。  

・衛生・安全面に気をつけてできたか。  
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種の人々が連携することによって実現できる取り組みもある。多職種それぞれの専門性か

ら、アイディアを出し合い活動を展開していくことによって、子どもたちの体験が、より

豊かなものになっていくのだと考える。  

今後も連携し継続して取り組みながら、総合的な保育の実践を通して子どもたちの原体

験を大切に考えていきたい。  
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  *東北生活文化大学短期大学部 准教授  

 介護等体験 ,特別支援教育の指導に関する一考察  
―施設実習日誌の作成とその指導法について―  

 

大瀬戸  美紀 *  

 

１１ ..  ははじじめめにに   

本学子ども生活専攻では、 2 年次に保育所実習Ⅰを 2 週間、保育所実習Ⅱを 2 週

間、施設実習を 2 週間の計 6 週間の保育所実習を行うが、それぞれの実習の準備期

間が 2 週間ずつしかない。特に保育所実習Ⅱと施設実習の 2 週間は、実習の目的や

対象児・対象者の年齢や特徴も大きく違い、また、実習日誌で使用する語彙も異な

る。机上の学問だけでは理解が難しいことも多く、施設実習巡回の際に現場の職員

から「勉強不足であること」「福祉に対する思想が浅いこと」などを指摘されるこ

ともあった。そこで、施設実習日誌の記載に特化した小冊子を作成し、学生の学び

の一助にしようと考えた。  

まず、施設実習の目的や社会福祉における思想や人の捉え方などをまとめ、利用

児や利用者と関わる時の心構えなどを解説した。その上で、施設実習独自に使用さ

れるテクニカルタームについて、文例を提示することで学生が具体的にテクニカル

タームを活用できるように工夫した。  

また、文章を書くには練習がどうしても必要となってくるが、文章の練習の手始

めは文の模倣であるので、実際に模倣できる文例を多く提示し、施設実習の日誌の

記載に慣れることを目指した。  

さらに、この教材中の利用児・者は、介護等体験や特別支援教育の対象児を含ん

でいるので、介護等体験や特別支援教育の授業の指導の際のサブテキストとして援

用できると考える。特にインクルーシブ教育の考え方は、社会福祉の根幹思想の一

つでもあり、実習日誌の記載の仕方のみならず、介護等体験などの趣旨を理解する

ための補助教材として有効であると思われる。  

本稿では、施設実習の指導として、実際に学生に配布した教材を掲載・報告し、

今後の施設実習の事前指導の課題や望ましい在り方及び介護等体験や特別支援教

育の授業における教材の援用の仕方について検討する。  
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２２ ..  学学生生用用教教材材のの内内容容ににつついいてて   

本稿では、以下に実際に使用した教材について掲載する。  

＜教材本文＞  

１１ ．． 施施 設設 実実 習習 日日 誌誌 のの 実実 習習 目目 標標   

１１ ）） なな ぜぜ 、、 実実 習習 目目 標標 はは 必必 要要 なな のの かか   ―― 実実 習習 はは 何何 をを 目目 標標 とと しし てて 行行 わわ れれ るる のの かか ――     

①① 自自 分分 のの 問問 題題 意意 識識 をを 明明 らら かか にに しし てて 、、 日日 々々 確確 認認 すす るる ここ とと がが でで きき まま すす 。。   

  社 会 福 祉 の 分 野 と 他 の 政 策 分 野 と の 違 い の １ つ は 、 ま ず 、 「 理 念 あ り き 」 と い う と

こ ろ で す 。 社 会 福 祉 は 、 「 人 間 の 幸 せ 」 に つ い て 考 え る 総 合 科 学 で す か ら 、 「「 人人 間間

のの 幸幸 せせ 」」 にに 関関 すす るる 個個 人人 のの 考考 ええ 方方 がが とと てて もも 重重 要要 に な っ て き ま す 。 実 習 で は 、 長 期 に わ

た っ て 、 利 用 者 の 「 自 立 支 援 」 や 「 幸 せ 」 と い っ た も の に 介 入 し て い く よ う な 実 践

を し て い く こ と は 難 し く 、 断 片 的 な 「 介 護 」 や 「 ケ ア ワ ー ク 」 の 習 得 が メ イ ン に な

っ て き ま す 。 そ の 断断 片片 的的 なな 経経 験験 とと 社社 会会 福福 祉祉 のの 理理 念念 をを 結結 びび つつ けけ てて いい くく こ と が 、 「 福 祉

専 門 職 の 卵 」 と し て の 皆 さ ん に 求 め ら れ て い ま す 。 自 分 は 、 「 ど の よ う に 考 え 」 、

利 用 者 に 「 ど の よ う に 接 し て い く の か 」 と い う 自 問 自 答 は 常 に 必 要 な 作 業 で あ り 、

そ の 自 分 の 考 え や 福 祉 の 理 念 を 確 認 す る 際 に と て も 役 立 ち ま す 。  

②② 知知 識識 とと 経経 験験 とと をを すす りり 合合 わわ せせ てて いい くく ここ とと がが でで きき まま すす 。。   

皆 さ ん は 、 授 業 や 演 習 、 実 技 な ど を 通 し て 、 社 会 福 祉 の 専 門 職 と し て の 知 識 を あ る

程 度 身 に つ け た 上 で 実 習 を 行 っ て い ま す 。 そ れ を 実 践 を 通 し て 再 確 認 す る こ と で 、

専 門 職 と し て の 専 門 性 を 高 め て い く こ と が で き ま す 。 対 人 援 助 職 全 般 に い え る こ と

で す が 、 正正 しし いい 知知 識識 にに 裏裏 付付 けけ らら れれ たた 援援 助助 技技 術術 のの 実実 践践 はは とと てて もも 重重 要要 なな ここ とと で す 。 現 実

的 に は 、 実 習 が 「 介 護 」 や 「 ケ ア ワ ー ク 」 に 終 始 す る こ と が あ り ま す が 、 そ の 技 術

を 体 で 覚 え て い く だ け で な く 、 正 し い 知 識 に 裏 付 け ら れ た 援 助 技 術 と し て 展 開 し て

い く こ と で 、 よ り 充 実 し た 実 習 教 育 に つ な げ る こ と が で き ま す 。  

③③ 支支 援援 関関 係係 のの ああ りり 方方 にに つつ いい てて 考考 ええ るる 際際 のの 指指 針針 にに なな りり まま すす 。。   

  実 習 は 、 支支 援援 者者 とと しし てて のの 自自 分分 をを 見見 つつ めめ 、、 育育 てて てて いい くく 作作 業業 で も あ り ま す 。 自 分 が 専専 門門

職職 とと しし てて 、、 「「 どど のの よよ うう にに ああ りり たた いい 」」 のの かか をを 掲掲 げげ るる こ と で 、 利 用 者 と の 支 援 関 係 や ラ

ポ ー ル （ 信 頼 関 係 ） の 形 成 の 過 程 で 、 よ り よ い 「 自 分 ら し さ 」 を 表 現 し て い く 手 助

け に な り ま す 。  

２２ ）） 実実 習習 目目 標標 のの 設設 定定 のの 仕仕 方方 にに つつ いい てて   ―― なな にに をを 目目 指指 しし てて 実実 習習 をを すす るる のの かか ――   

①① 施施 設設 のの 概概 要要 やや 方方 針針 をを 知知 りり 、、 利利 用用 者者 のの 状状 況況 をを よよ くく 把把 握握 すす るる ここ とと がが 大大 切切 でで すす 。。   
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事 前 に 施 設 の 概 要 や 方 針 を よ く 理 解 し 、 利 用 者 の 状 況 に つ い て 知 っ て お く こ と が 重

要 で す 。 特 に 入 所 施 設 の 利 用 者 の 支 援 は 、 生 活 全 般 に わ た っ て き ま す の で 、 利 用 者

の 生 活 の ペ ー ス や 習 慣 な ど を 乱 さ な い よ う に 細 心 の 注 意 を 払 う 必 要 が あ り ま す 。 そ

の た め 、 施 設 の 方 針 を よ く 理 解 し 、 職 員 の 方 た ち と 協 力 し て 支 援 を 行 っ て い く こ と

が 大 切 で す 。  

②② 他他 のの 専専 門門 職職 のの 人人 たた ちち とと 協協 力力 しし てて 利利 用用 者者 をを 支支 援援 しし てて いい けけ るる ここ とと がが 前前 提提 でで すす 。。   

施 設 実 習 で は 、 他 の 多 く の 専 門 職 の 人 た ち と 協 力 し て 、 利 用 者 を 支 援 し て い く こ と     

が 重 要 に な っ て き ま す 。 特 に 看 護 士 や 作 業 療 法 士 と い っ た 方 た ち に 「 教 え て い た だ

く 」 機 会 も 多 い で し ょ う 。 そ の 際 、 他 の 専 門 職 の 人 た ち か ら の ア ド バ イ ス を 的 確 に

把 握 す る こ と が 必 要 で す 。 そ の た め に は 、 幅 広 い 知 識 （ 特 に 医 学 に 関 す る も の ） を

身 に つ け て お く こ と が 大 切 に な っ て き ま す 。 具 体 的 な 実 習 目 標 の 設 定 に つ い て も 他

の 専 門 職 の 方 た ち と 共 通 の 目 標 を 設 定 す る 必 要 が 出 て き ま す の で 、 専 門 的 な 基 礎 知

識 が 必 要 と な っ て き ま す 。  

③③ 利利 用用 者者 とと 触触 れれ ああ うう ここ とと がが 大大 切切 でで すす 。。   

  実 習 で は 、 学 校 で 学 ん だ 理 論 や 実 技 を 体 験 す る こ と が 重 要 で す が 、 な か で も 利 用 者

と 接 す る こ と が 何 よ り 大 切 で す 。実 際 に 利 用 者 と 話 し た り 、生 活 し た り す る 中 で 色 々

と 利 用 者 自 身 の こ と を 知 る こ と が で き ま す 。 ま た 、 自 分 の 体 験 し た こ と か ら 、 具 体

的 な 目 標 を 見 つ け る こ と も で き ま す 。  

⑤⑤ 色色 々々 なな 視視 点点 かか らら のの 観観 察察 やや 記記 録録 のの 仕仕 方方 をを 学学 ぶぶ ここ とと がが 大大 切切 でで すす 。。   

  施 設 に 行 っ た ら 、 ま ず 、 施 設 の 一 日 の 生 活 の 流 れ を 理 解 す る こ と が 大 切 で す 。 そ し

て 、 利 用 者 の 動 き や 職 員 や 他 の 専 門 職 の 行 動 や 言 動 を 理 解 し ま す 。 ま た 、 病 院 に 附

設 し て い る 施 設 な ど に お い て は 、 医 学 的 な 見 地 か ら の 観 察 や 記 録 も 必 要 に な る こ と

が あ り ま す 。 施 設 で は 、 多 く の 分 野 の 専 門 職 の 仕 事 の 様 子 を 見 る 機 会 が 多 く な り ま

す 。 そ れ ぞ れ の 協 力 体 制 や 役 割 分 担 な ど と 一 緒 に 色 々 な 視 点 か ら 利 用 者 を 観 察 す る

方 法 に つ い て 学 ぶ よ い 機 会 と な る で し ょ う 。   

 

３３ ）） 実実 習習 目目 標標 にに つつ いい てて   －－ 実実 際際 のの 文文 例例 をを 使使 っっ てて みみ てて みみ よよ うう －－   

①①  現現 場場 にに おお いい てて 、、 具具 体体 的的 なな 目目 標標 をを 立立 てて てて みみ るる 。。   

    ＜＜ 文文 例例 ＞＞ （（ 障障 害害 系系 ））   

      ㋐㋐   ここ だだ わわ りり をを もも つつ 利利 用用 者者 にに 対対 すす るる 適適 切切 なな 支支 援援 をを 学学 ぶぶ 。。   
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      ㋑㋑ AA ささ んん のの 興興 味味 ･･関関 心心 にに つつ いい てて 理理 解解 しし 、、ＡＡ ささ んん のの 楽楽 しし めめ るる よよ うう なな レレ クク リリ エエ ーー シシ ョョ ンン をを   

工工 夫夫 すす るる 。。   

      ㋒㋒ 職職 員員 のの 声声 がが けけ をを 参参 考考 にに しし てて 、、 よよ りり 円円 滑滑 なな ココ ミミ ュュ ニニ ケケ ーー シシ ョョ ンン のの 在在 りり 方方 をを 学学 ぶぶ 。。   

      ㋓㋓ 入入 浴浴 介介 助助 のの 補補 助助 をを 通通 しし てて 、、 利利 用用 者者 にに 安安 心心 感感 をを 与与 ええ るる 支支 援援 にに つつ いい てて 考考 ええ るる 。。   

      ㋔㋔ 職職 員員 のの 支支 援援 のの 仕仕 方方 をを 観観 察察 すす るる ここ とと でで 、、 福福 祉祉 専専 門門 職職 のの 専専 門門 性性 にに つつ いい てて 学学 ぶぶ 。。   

  

②②  利利 用用 者者 とと のの 接接 しし 方方 にに つつ いい てて 、、 自自 分分 なな りり にに 考考 ええ てて みみ るる 。。   

＜＜ 文文 例例 ＞＞ （（ 養養 護護 系系 ））   

    ㋐㋐ 自自 らら 積積 極極 的的 にに 子子 どど もも とと 関関 わわ りり をを 持持 ちち 、、 11 人人 １１ 人人 のの 個個 性性 やや 価価 値値 観観 をを 理理 解解 すす るる 。。   

    ㋑㋑ 被被 虐虐 待待 経経 験験 をを もも つつ 子子 どど もも にに 対対 しし てて 、、傾傾 聴聴 なな どど をを 通通 しし てて 、、適適 切切 なな 援援 助助 のの ああ りり 方方 をを 考考   

ええ るる 。。     

㋒㋒ AA 子子 のの 個個 性性 にに つつ いい てて 理理 解解 しし 、、AA 子子 のの 心心 にに 寄寄 りり 添添 うう よよ うう なな 援援 助助・・支支 援援 をを 通通 しし てて 、、信信 頼頼   

関関 係係 をを 深深 めめ るる 。。   

㋓㋓ 子子 どど もも がが 安安 心心 でで きき るる よよ うう なな 専専 門門 的的 なな 技技 術術 やや 支支 援援 のの 仕仕 方方 にに つつ いい てて 体体 験験 的的 にに 学学 びび 、、 よよ   

りり よよ いい 福福 祉祉 ササ ーー ビビ スス がが 提提 供供 でで きき るる よよ うう 努努 めめ るる 。。   

㋔㋔ 職職 員員 のの 子子 どど もも へへ のの 働働 きき かか けけ をを 見見 習習 いい 、、子子 どど もも のの 余余 暇暇 活活 動動 にに 対対 しし てて 積積 極極 的的 にに 参参 加加 しし 、、  

よよ りり よよ いい 関関 係係 作作 りり にに 努努 めめ るる 。。   

      

③③  授授 業業 やや 実実 技技 でで 学学 んん だだ ここ とと にに つつ いい てて 、、 自自 分分 のの 目目 でで 確確 かか めめ てて みみ るる 。。   

    ＜＜ 文文 例例 ＞＞ （（ 障障 害害 系系 ））   

㋐㋐ そそ のの 人人 のの もも つつ 障障 害害 ごご とと のの 援援 助助 ・・ 支支 援援 のの 仕仕 方方 にに つつ いい てて 理理 解解 をを 深深 めめ るる 。。   

㋑㋑ 食食 事事 とと 排排 泄泄 のの 介介 助助 のの 仕仕 方方 をを 実実 際際 にに 経経 験験 すす るる ここ とと でで 学学 ぶぶ 。。   

㋒㋒ 着着 脱脱 介介 助助 でで 衣衣 服服 をを 安安 全全 にに 着着 せせ るる ココ ツツ をを 学学 ぶぶ 。。   

㋓㋓ ベベ ッッ トト かか らら 車車 椅椅 子子 へへ のの 移移 動動 のの 介介 助助 にに つつ いい てて 学学 びび 、、 利利 用用 者者 にに とと っっ てて 、、 安安 全全 でで 快快 適適 なな   

方方 法法 をを 工工 夫夫 すす るる 。。   

㋔㋔ 知知 的的 障障 害害 をを もも つつ 利利 用用 者者 とと のの 会会 話話 のの 仕仕 方方 をを 考考 ええ 、、 信信 頼頼 関関 係係 をを 築築 くく よよ うう にに すす るる 。。   

  

④④  施施 設設 のの 方方 針針 をを 再再 確確 認認 しし てて みみ るる 。。   

＜＜ 文文 例例 ＞＞ （（ 養養 護護 系系 ））   

    ㋐㋐ 子子 どど もも のの 自自 立立 をを 促促 すす よよ うう なな 支支 援援 のの 在在 りり 方方 をを 考考 ええ るる 。。   
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    ㋑㋑ 個個 人人 のの ププ ララ イイ ババ シシ ーー をを 尊尊 重重 しし 、、 子子 どど もも にに とと っっ てて 、、 よよ りり 快快 適適 なな 援援 助助 ・・ 支支 援援 をを 行行 ええ るる   

よよ うう 生生 活活 全全 般般 にに おお いい てて 配配 慮慮 すす るる 。。   

    ㋒㋒ 子子 どど もも のの 意意 思思 やや 自自 主主 性性 をを 尊尊 重重 しし 、、何何 事事 にに おお いい てて もも 自自 己己 選選 択択 のの 自自 由由 をを 確確 保保 でで きき るる よよ   

うう なな 援援 助助 ・・ 支支 援援 のの ああ りり 方方 にに つつ いい てて 考考 ええ るる 。。   

    ㋓㋓ 子子 どど もも 主主 体体 のの 福福 祉祉 ササ ーー ビビ スス をを 向向 上上 ささ せせ るる たた めめ のの 制制 度度 にに つつ いい てて 学学 びび 、、ここ れれ かか らら のの 福福   

祉祉 ササ ーー ビビ スス はは どど うう ああ るる べべ きき かか をを 考考 ええ るる 。。 （（ 初初 日日 ガガ イイ ダダ ンン スス 時時 ））   

    ㋔㋔ 職職 員員 がが 子子 どど もも のの QQ OOLL のの 向向 上上 をを 常常 にに 心心 にに 留留 めめ てて 支支 援援 活活 動動 をを 行行 うう ここ とと のの 大大 切切 ささ をを 知知 りり 、、  

自自 分分 にに はは どど んん なな 支支 援援 がが でで きき るる かか をを 考考 ええ るる 。。   

  

※  そそ のの 他他 、、 前前 述述 のの よよ うう にに 、、 具具 体体 的的 なな 到到 達達 目目 標標 をを 設設 定定 しし たた りり 、、 個個 々々 のの 利利 用用 者者 やや 子子 どど もも とと のの

ふふ れれ ああ いい のの 中中 でで 具具 体体 的的 なな 目目 標標 をを 設設 定定 すす るる ここ とと もも でで きき まま すす 。。 施施 設設 実実 習習 でで はは 、、 福福 祉祉 のの 価価 値値

観観 がが 大大 変変 重重 要要 視視 ささ れれ まま すす 。。 一一 度度 、、 テテ キキ スス トト なな どど にに 目目 をを 通通 しし てて かか らら 、、 福福 祉祉 のの 価価 値値 観観 とと はは

なな にに かか をを 正正 しし くく 理理 解解 しし 、、 何何 をを 目目 標標 にに 実実 習習 すす るる のの かか をを 事事 前前 にに 自自 分分 のの 言言 葉葉 でで ああ るる 程程 度度 まま とと

めめ てて おお くく とと 良良 いい でで しし ょょ うう 。。   

  

２２ ．． 施施 設設 実実 習習 日日 誌誌 のの 記記 録録 のの 取取 りり 方方   

１１ ）） 記記 録録 のの 取取 りり 方方 にに つつ いい てて   ―― 施施 設設 ごご とと のの 特特 色色 をを 調調 べべ てて おお ここ うう ――   

    一一 口口 にに 施施 設設 とと 言言 っっ てて もも 、、そそ のの 施施 設設 のの 利利 用用 者者 やや 子子 どど もも のの 福福 祉祉 ニニ ーー ズズ はは 多多 様様 でで 、、まま たた 、、利利

用用 者者 やや 子子 どど もも 個個 人人 のの 抱抱 ええ るる 生生 活活 問問 題題 もも 個個 々々 にに 違違 いい まま すす 。。まま ずず はは じじ めめ にに 、、自自 分分 のの 配配 属属 先先 がが

どど のの よよ うう なな 施施 設設 でで 、、どど のの よよ うう なな 特特 色色 をを 持持 っっ てて いい るる のの かか をを 事事 前前 にに 調調 べべ てて おお きき まま しし ょょ うう 。。そそ

しし てて 、、 そそ ここ でで 行行 わわ れれ てて いい るる 支支 援援 （（ 介介 護護 やや 学学 習習 支支 援援 なな どど ）） にに つつ いい てて 、、 テテ キキ スス トト なな どど をを 用用 いい

てて 再再 確確 認認 しし まま しし ょょ うう 。。 例例 ええ ばば 、、 障障 害害 者者 支支 援援 施施 設設 なな どど でで はは 、、 作作 業業 療療 法法 がが 取取 りり 入入 れれ らら れれ てて いい

るる ここ とと がが 多多 くく 、、 そそ ここ でで 行行 わわ れれ てて いい るる 作作 業業 にに 参参 加加 すす るる ここ とと がが 求求 めめ らら れれ たた りり しし まま すす 。。 まま たた 、、

医医 療療 型型 障障 害害 児児 入入 所所 施施 設設 なな どど でで はは 、、医医 学学 的的 見見 地地 かか らら のの ケケ アア ワワ ーー クク がが とと てて もも 重重 要要 にに なな っっ てて きき

まま すす 。。記記 録録 のの 取取 りり 方方 にに つつ いい てて もも 、、医医 学学 的的 なな 見見 地地 かか らら のの 記記 録録 法法 がが 独独 自自 にに 指指 定定 ささ れれ るる 場場 合合 もも

ああ りり まま すす のの でで 、、 オオ リリ エエ ンン テテ ーー シシ ョョ ンン のの 際際 にに 、、 十十 分分 確確 認認 しし てて おお くく ここ とと がが 必必 要要 でで すす 。。   

  

２２ ）） どど のの よよ うう なな 内内 容容 構構 成成 にに すす るる かか   ―― 観観 察察 かか らら 学学 んん だだ ここ とと 、、 気気 づづ いい たた ここ とと のの まま とと めめ 方方 ――   

①① 配配 属属 先先 のの 現現 状状（（ ププ ロロ ググ ララ ムム なな どど ））のの 中中 でで「「 介介 護護 」」やや 保保 育育 実実 践践 のの 記記 録録 をを まま とと めめ てて いい きき まま   

すす 。。     
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      施 設 実 習 で も 、基 本 的 に は 保 育 実 習 と 同 じ よ う に 、 タタ イイ ムム テテ ーー ブブ ルル にに 沿沿 っっ てて 記記 録録 をを   

    まま とと めめ てて いい くく とと 良良 いい で し ょ う 。 前 に も お 話 し ま し た が 、 施 設 実 習 で は 、そ の 施 設 を 利    

  用 す る 子 ど も や 利 用 者 の 福 祉 ニ ー ズ の 違 い に よ っ て 、 そ れ ぞ れ に 特 色 を 持 っ た 活 動 を

展 開 し て い ま す 。 ま た 、 実 習 日 誌 と は 別 に 医 学 的 所 見 を 記 録 す る 作 業 を 要 求 さ れ る こ

と も あ り ま す 。施施 設設 のの 特特 色色 やや 自自 分分 のの 配配 属属 先先 にに 求求 めめ らら れれ てて いい るる 機機 能能 をを よよ くく 理理 解解 しし 、タ イ

ム テ ー ブ ル （ 全 体 及 び 担 当 の 子 ど も や 利 用 者 の 個 別 の も の ） に 沿 っ て 、 毎 日 の 利 用 者

や 子 ど も の 様 子 や 職 員 及 び 自 分 の 援 助 ・ 支 援 活 動 の 記 録 な ど を 要 点 を 明 確 に し て 、 簡

潔 に ま と め て い き ま す 。  

    

①①  利利 用用 者者 やや 子子 どど もも とと のの 「「 支支 援援 関関 係係 形形 成成 」」 にに 焦焦 点点 をを 当当 てて てて 、、 自自 分分 とと 利利 用用 者者 とと のの 関関 わわ りり をを   

考考 ええ てて いい くく 。。「「 支支 援援 関関 係係 」」をを 利利 用用 者者 やや 子子 どど もも とと のの 間間 にに 形形 成成 すす るる 方方 法法 にに つつ いい てて はは 、、実実 際際   

にに 現現 場場 にに 行行 っっ てて 経経 験験 すす るる   ここ とと にに よよ っっ てて 学学 んん でで いい くく しし かか ああ りり まま せせ んん 。。   

福 祉 は 「 実 践 の 学 問 」 と 言 わ れ る よ う に 自 分 ら し い 「 支 援 関 係 形 成 」 に つ い て も 、

実 践 か ら 学 ぶ こ と の 方 が 机 の 上 で 学 ぶ こ と よ り 、 と て も 多 い の で す 。 福 祉 の 専 門 職 と

し て 社 会 で 活 躍 し て い こ う と し て い る 皆 さ ん に と っ て 、 利 用 者 や 子 ど も と 実 際 に 関 わ

っ て 色 々 な こ と を 感 じ て い く こ と は 、 ま さ に 自自 分分 らら しし いい 「「 支支 援援 」」 やや 「「 保保 育育 実実 践践 」」 のの ああ

りり 方方 をを 考考 ええ るる よよ いい 機機 会会 にに なな るる こ と で し ょ う 。 実 習 日 誌 に は 、 こ の よ う な 「 よ り よ い 援

助 ・ 支 援 と は 」 あ る い は 「 利 用 者 や 子 ど も に と っ て 支 援 者 は ど の よ う な 存 在 で あ る べ

き か 」と い っ た 、自自 分分 のの 問問 題題 意意 識識 に つ い て も 日 々 考 え 、記 述 し て い く こ と が 大 切 で す 。

施 設 実 習 が 、 た だ 、 表 面 的 な 利 用 者 の 生 活 の 援 助 ・ 支 援 の み に 終 始 し て し ま わ な い た

め に も 、 前 述 の 視 点 が 重 要 に な っ て き ま す 。   

②②  自自 分分 のの 気気 づづ きき やや 感感 じじ たた ここ とと はは 、、 率率 直直 にに 、、 まま たた 、、 理理 由由 をを 添添 ええ てて 説説 明明 しし まま すす 。。   

実 習 中 に 現現 場場 かか らら 直直 接接 感感 じじ るる ここ とと やや 、、疑疑 問問 、、戸戸 惑惑 いい やや 達達 成成 感感 とと いい っっ たた 感感 情情 はは 、、福福 祉祉 のの

専専 門門 職職 とと しし てて 成成 長長 すす るる たた めめ にに 必必 要要 なな 糧糧 にに なな りり まま すす 。例 え ば 、利 用 者 や 子 ど も を 機 械 的 に

扱 っ て い る よ う な 感 じ を 持 っ た の だ と す れ ば 、 「「 なな ぜぜ 、、 そそ うう 思思 うう のの かか 」」 をを 必必 ずず 記記 述述 し ま

し ょ う 。 「 1 人 の 職 員 が 担 当 す る 利 用 者 の 人 数 が 多 く 、 利 用 者 1 人 １ 人 に 関 わ れ る 時 間

が ご く 限 ら れ て い る よ う に 見 え た 」 と 理 由 を 書 い た と す れ ば 、 ど う や っ た ら 解 決 で き る

の か 、 あ る い は 、 自 分 は 将 来 ど の よ う な 支 援 を 目 指 す の か と い っ た 、 他 者 や 自 分 に 対 す

る 問 題 提 起 に つ な が る こ と も あ り ま す 。 こ れ は 大 変 意 義 深 い こ と で す 。 ま た 、 疑疑 問問 にに つつ

いい てて もも 、、日日 誌誌 をを 通通 じじ てて 職職 員員 のの 方方 にに 直直 接接 おお 伺伺 いい すす るる こ と で 、納 得 が い く 解 答 が え ら れ る 場
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合 が 多 い で す 。 戸戸 惑惑 いい のの よよ うう なな 感感 情情 はは 、、 ここ ここ でで もも まま たた 、、 否否 定定 ささ れれ るる べべ きき もも のの でで はは なな くく 、、

そそ のの 理理 由由 をを 考考 ええ るる ここ とと でで 、、自自 分分 自自 身身 のの 問問 題題 解解 決決 能能 力力 やや 福福 祉祉 のの 専専 門門 職職 とと しし てて 、、ああ るる いい はは 人人

間間 とと しし てて のの 豊豊 かか なな 成成 長長 をを 促促 すす 大大 切切 なな スス テテ ッッ ププ にに 変変 ええ るる ここ とと がが でで きき まま すす 。 そ の た め に は 、

自 分 の 考 え 方 や 感 じ 方 を 大 切 に し て 、ま た 、そ れ を 福福 祉祉 のの 価価 値値 観観 とと 合合 致致 ささ せせ てて いい くく こ と

が 求 め ら れ ま す 。  

 

３３ ）） 記記 録録 をを 取取 るる   －－ 実実 際際 のの 文文 例例 をを 使使 っっ てて みみ てて みみ よよ うう －－   

  ①① 自自 分分 のの 考考 ええ をを 時時 系系 列列 でで まま とと めめ てて いい くく 。。   

 ＜＜ 文文 例例 ＞＞   

  ㋐㋐ 実実 習習 初初 日日 、、 かか なな りり 緊緊 張張 しし てて いい るる 。。 病病 院院 にに 配配 属属 ささ れれ てて いい るる のの でで 、、 難難 病病 のの 方方 にに なな るる べべ くく   

笑笑 顔顔 でで 接接 しし てて 、、気気 持持 ちち 良良 くく 介介 護護 をを 受受 けけ てて もも らら ええ るる よよ うう にに とと 考考 ええ るる 。。着着 脱脱 介介 護護 にに はは 、、かか   

なな りり のの 体体 力力 をを 要要 すす るる とと 聞聞 いい てて いい たた のの でで 、、 女女 のの 私私 にに でで きき るる かか どど うう かか 少少 しし 不不 安安 にに なな っっ たた 。。  

食食 事事 介介 助助 はは 、、 要要 領領 がが つつ かか めめ ずず 、、 利利 用用 者者 のの 方方 にに 迷迷 惑惑 をを かか けけ てて しし まま っっ たた 。。 実実 習習 期期 間間 中中 にに 、、  

まま ずず 介介 護護 技技 術術 をを 上上 達達 ささ せせ るる ここ とと がが 大大 切切 だだ とと 感感 じじ たた 。   

 ㋑㋑ 実実 習習 22 日日 目目 にに 入入 るる がが 、、 障障 害害 児児 入入 所所 施施 設設 はは 私私 にに とと っっ てて 、、 「「 多多 忙忙 なな 職職 場場 」」 のの 印印 象象 がが 強強 かか   

  っっ たた 。。 子子 どど もも たた ちち はは とと てて もも 人人 懐懐 っっ ここ かか っっ たた がが 、、 一一 人人 でで 多多 くく のの 子子 どど もも とと 関関 わわ るる たた めめ 、、   

  子子 どど もも とと 丁丁 寧寧 にに 関関 わわ っっ てて いい くく ここ とと はは 難難 しし かか っっ たた 。。 職職 員員 のの 方方 にに 聞聞 いい たた らら 、、 日日 をを 追追 うう 毎毎   

にに 親親 のの 面面 会会 のの 回回 数数 がが 減減 っっ てて いい きき 、、 実実 質質 的的 にに 家家 族族 とと 関関 係係 をを 絶絶 たた れれ たた 中中 でで 生生 活活 しし てて いい るる   

子子 どど もも もも 多多 いい とと 聞聞 いい たた 。。 食食 事事 のの 時時 間間 をを みみ んん なな 楽楽 しし みみ にに しし てて いい てて 、、 そそ ここ でで はは 和和 気気 ああ いい   

ああ いい とと 職職 員員 がが 食食 事事 をを しし てて いい たた 。。 ここ のの よよ うう なな 生生 活活 のの 中中 でで 食食 事事 やや 職職 員員 とと のの 遊遊 びび 、、 入入 浴浴 なな   

どど をを 楽楽 しし みみ にに しし てて いい るる 子子 どど もも たた ちち をを 見見 るる とと 、、 ここ のの 子子 どど もも たた ちち はは もも ちち ろろ んん のの ここ とと 、、 全全   

てて のの 人人 をを 地地 域域 にに 包包 含含 しし てて いい くく 「「 イイ ンン クク ルル ーー シシ ブブ 」」 のの 考考 ええ 方方 がが 、、 いい かか にに 切切 実実 なな 問問 題題 でで   

ああ るる かか とと いい うう ここ とと をを 考考 ええ ささ せせ らら れれ たた 。。   

 ㋒㋒ ＡＡ ささ んん のの 第第 一一 印印 象象 はは 、、 「「 汚汚 いい 」」 とと いい っっ たた とと てて もも ママ イイ ナナ スス なな イイ メメ ーー ジジ だだ っっ たた 。。 そそ れれ はは 、、  

入入 浴浴 やや 着着 替替 ええ をを 嫌嫌 がが るる たた めめ 、、 異異 臭臭 をを 放放 っっ てて いい たた ここ とと とと 、、 そそ のの 見見 たた 目目 にに 不不 潔潔 なな 感感 じじ にに   

    違違 和和 感感 をを 持持 っっ てて しし まま っっ たた かか らら だだ 。。そそ のの 日日 のの 午午 前前 中中 、、私私 はは 職職 員員 のの 方方 とと 一一 緒緒 にに ＡＡ ささ んん のの 介介   

助助 にに ああ たた っっ たた 。。始始 めめ はは 、、第第 一一 印印 象象 をを 強強 くく 残残 しし たた まま まま 、、ＡＡ ささ んん をを 見見 てて いい たた 。。風風 呂呂 かか らら 上上   

がが っっ たた ＡＡ ささ んん のの 衣衣 服服 のの 着着 脱脱 をを 介介 助助 すす るる 時時 もも 、、昼昼 食食 のの 際際 のの 介介 助助 をを すす るる 時時 もも 、、私私 はは 積積 極極 的的   

にに ココ ミミ ュュ ニニ ケケ ーー シシ ョョ ンン をを とと っっ たた りり 、、 関関 わわ りり をを 持持 っっ てて いい ここ うう とと はは しし なな かか っっ たた 。。 しし かか しし 、、  

帰帰 りり 際際 、、ＡＡ ささ んん がが 私私 にに「「 おお 世世 話話 をを しし てて くく れれ てて 、、本本 当当 にに ああ りり がが とと うう 。。ああ なな たた はは とと てて もも いい   
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    いい 子子 ねね 。。」」とと 声声 をを かか けけ てて くく れれ たた のの でで ああ るる 。。私私 はは 、、ここ のの 言言 葉葉 にに シシ ョョ ッッ クク をを 受受 けけ たた 。。私私 はは   

「「 何何 かか しし てて ああ げげ るる 」」とと いい っっ たた 気気 持持 ちち でで 利利 用用 者者 のの 方方 とと 接接 しし てて いい たた よよ うう なな 気気 がが すす るる 。。専専 門門   

職職 とと しし てて のの 支支 援援 関関 係係 やや ララ ポポ ーー ルル のの 形形 成成 のの ああ りり 方方 にに つつ いい てて もも っっ とと 考考 ええ るる 必必 要要 がが ああ るる とと   

後後 悔悔 しし たた 。。   

②② 体体 験験 やや 見見 学学 内内 容容 とと 感感 じじ たた ここ とと やや 考考 ええ たた ここ とと をを 分分 けけ てて 書書 いい てて いい くく 。。   

＜＜ 文文 例例 ＞＞   

 ㋐㋐   

こ の 施 設 は 、利 用 者 の 意 志 や 、自 主 性 を 尊 重 し よ う と い う 雰 囲 気 の あ る 施 設

だ と 思 っ た 。本 日 は 、誕 生 会 が 行 わ れ た が 、そ の 際 は 利 用 者 の 年 齢 を 言 わ な い

よ う な 配 慮 が な さ れ て い た 。女 性 に 年 齢 を 聞 く よ う な 行 為 は 、社 会 全 体 と し て

失 礼 な こ と で あ る と い っ た 認 識 が あ る が 、施 設 に お い て は 利 用 者 の 方 々 に こ の

よ う な 配 慮 を 怠 っ て い る 場 合 が 多 い と 感 じ る 。昼 食 の 時 、あ る 利 用 者 が「 こ こ

は 当 番 が 多 く て 大 変 だ よ 」と お し ゃ っ て い た 。こ の 施 設 で は 、「 当 番 」で は な

く 、「 お 手 伝 い 」と い う 言 葉 を 使 っ て い る と 後 で 職 員 の 方 か ら 聞 い た 。「 当 番 」

と い う 言 葉 に は「 強 制 力 」が あ り 、進 ん で 自 ら や る 仕 事 に つ い て は 、「 お 手 伝

い 」と い う 言 葉 が 適 当 で あ る と の 考 え か ら で あ っ た 。そ の た め 、体 調 不 良 の 利

用 者 の 方 か ら 申 し 出 が あ れ ば 、無 理 し て「 お 手 伝 い 」を し て も ら う こ と は な い

そ う だ 。そ の 後 、Ａ さ ん と 会 話 を し た が 、「 い い こ と な ん て 、一 つ も な い 」と

い っ た 言 葉 に た だ 、ニ コ ニ コ と う な ず く だ け の 私 の 対 応 が 、Ａ さ ん に 対 し て 不

誠 実 だ っ た よ う に 感 じ て 、 と て も 悔 し く 感 じ た 。  

  

③③ 様様 々々 なな「「 発発 見見 」」 をを 大大 切切 しし てて 、、「「 わわ かか っっ たた ここ とと 」」「「 でで きき たた ここ とと 」」とと 同同 時時 にに 「「 分分 かか らら なな いい ここ

とと 」」 「「 でで きき なな いい ここ とと 」」 をを 見見 つつ けけ てて 書書 いい てて いい くく 。。   

 ＜＜ 文文 例例 ＞＞   

  ㋐㋐   

利 用 者 に 対 し て 笑 顔 を 忘 れ な い よ う に 注 意 し た つ も り だ っ た が 、 疲 れ て く る

と 笑 顔 が 出 て こ な く な る こ と も あ っ た 。 笑 顔 で 利 用 者 と 接 す る と い う こ と が 、

対 人 援 助 職 と し て 重 要 な こ と で あ る こ と は 理 解 し て い た が 、一 日 中 笑 顔 で い る

こ と が 思 っ た よ り 難 し い と い う こ と が 実 感 と し て 分 か っ た 。も し 、自 分 が 職 員
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と し て 利 用 者 と 関 わ っ て い く 時 に は 、常 に 気 を つ け て 笑 顔 を 見 せ て い く 努 力 を

し て い こ う と 考 え た 。  

  

  ㋑㋑   

私 は 、積 極 的 な 利 用 者 と の 会 話 を 通 し て 、利 用 者 と の よ り よ い 支 援 関 係 を 築 く

こ と が も っ と も 大 切 な こ と だ と 考 え て い た 。し か し 、Ａ さ ん の 支 援 に 行 く 際 に

施 設 側 か ら 、「 利 用 者 に 、こ ち ら か ら は 絶 対 話 し か け な い こ と 」と 忠 告 さ れ た 。

私 は 、こ の こ と か ら「 利 用 者 の 方 の プ ラ イ ベ ー ト ゾ ー ン 」を 大 切 に す る こ と の

本 当 の 意 味 を 知 っ た よ う な 気 が す る 。誰 も が 自 分 と の 会 話 を 必 ず し も 望 ん で い

る わ け で は な い 。自 分 の 思 い だ け で 利 用 者 に 積 極 的 に 関 わ っ て い く こ と で 、利

用 者 の「 プ ラ イ バ シ ー 」を 侵 害 し て し ま う 恐 れ が あ る と い う こ と を 心 に と め て 、

利 用 者 の 支 援 に あ た っ て い き た い と 考 え る 。  

  

※※ そそ のの 他他 、、 独独 自自 のの 実実 習習 日日 誌誌 のの 形形 式式 をを もも っっ てて いい るる よよ うう なな 施施 設設 にに つつ いい てて はは 、、 職職 員員 のの 方方 にに 書書 式式 やや

記記 載載 すす るる 内内 容容 なな どど にに つつ いい てて 教教 ええ てて いい たた だだ きき 、、 充充 分分 にに 理理 解解 しし たた 上上 でで 実実 習習 日日 誌誌 をを 書書 いい てて いい きき

まま しし ょょ うう 。。 そそ のの 際際 もも 、、 時時 刻刻 やや イイ ベベ ンン トト 、、 日日 常常 的的 にに 行行 わわ れれ てて いい るる ここ とと なな どど にに つつ いい てて 、、 大大 幅幅

にに 省省 略略 しし たた りり せせ ずず 、、 てて いい ねね いい にに そそ のの 日日 のの 生生 活活 のの 流流 れれ やや 利利 用用 者者 のの 生生 活活 のの 様様 子子 をを 追追 っっ てて 見見 てて

いい くく ここ とと がが 必必 要要 でで すす 。。   

  以上が教材の全文である。  

 

３３ ..  おおわわりりにに   

本稿においては、短大 2 年次の 2 週間という限られた準備期間での施設実習事前

指導及び施設実習時に応用できるような教材を意識して作成したものを掲載・報告

した。本来ならば、学生の気づきやその思想性によるところにもっと着目すること

が必要であると考える。そのためには、学生の実態に合わせて有効かつ効率的な教

材及び指導法を検討していかなければならない。  

また、この教材を介護等体験や特別支援教育に関する教科に援用していくには、

福祉思想のみならず、インクルーシブ教育の理念についてもより掘り下げて扱って

いくことが必要と考える。  
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今回の教材の掲載及び報告は、施設実習に応用できる施設実習日誌指導の一端で

あるが、実際に記録を取る際には机上で学んだことと実際の様子を結び付けていく

作業が必要になる。そのため、事前実習指導においても事例を多く提示し、学生が

施設実習をイメージしやすいような授業の展開が重要だと考える。  

今後は、この点に留意し、教材についてももっと実践的な内容を多く加え、より

本実習及び介護等体験や特別支援教育の授業にも応用が効く形に検討を進めてい

くつもりである。  

 

引引用用・・参参考考文文献献   

愛知県保育実習協議会・「福祉施設実習」編集委員会編（ 2006）保育士を目指す

人の福祉施設実習 ,（株）みらい．  

小舘静枝・小林育子・漁田俊子他（ 2006）改訂  施設実習マニュアル ,萌文書林．  

石橋裕子・林幸範編著（ 2012）幼稚園・保育所・児童福祉施設実習ガイド ,同文

書院．  

大豆生田啓友・渋谷行成他（ 2021）これからの時代の保育者養成・実習ガイド ,

中央法規．  

全国特別支援学校長会・全国特別支援教育推進連盟編著（ 2022）介護等体験ガイ

ドブック新フィリア ,ジアーズ教育新社．  
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  *東北生活文化大学短期大学部 特任教授  ①「ことば遊び」については、東北生活文化大学・東北生活文化大

学短期大学部 教職センター報 Vol.５ ２０２１に記載 

児童文化財の選び方・扱い方を知る保育内容（言葉）の学び  
―市立図書館と連携した授業の実践―  

 

佐藤  深雪 *  

 

１１ ..  ははじじめめにに   

本実践は、１学年後期開講「保育内容（言葉）」２学年前期開講「子どもと言葉」にお

いて実施したものである。１学年時の「保育内容（言葉）」においては、令和２年度から

令和４年度までの３年間、２学年時「子どもと言葉」は、令和４年度のみ実施した。  

言葉を育む児童文化財として保育現場でよく使われているものに「言葉遊び ①」「紙芝

居」「絵本」「エプロン・手袋・パネルシアター」などがある。本学でも、保育内容（表

現）」の授業で「パネルシアター」を、「児童文化」の授業で「エプロン・手袋シアター」

を実際に作成し実演する授業を行っている。  

本稿では、それらの児童文化財を保育の現場でより効果的に活用する方法を学ぶことを

目的として実施した仙台市泉図書館こども図書室と連携した「児童文化財の選び方・扱い

方」の授業について考察する。  

２２ ..  授授業業のの概概要要   

（１）１学年後期「保育内容（言葉）」における実践  

＜令和２年度・３年度の実践＞  

児童文化財の選び方・扱い方について以下に記す 7 コマ（ １ ～ ７ 実施順）の授業を行

った。『子どもと本をつなぐ』というテーマで泉図書館子供図書室主査の先生の講話を

初回に実施した。  

１１   泉泉図図書書館館主主査査にによよるる『『児児童童文文化化財財のの取取扱扱いい方方のの基基本本ににつついいてて』』ののレレククチチャャーー  

授業内容は以下の通りである。  

１仙台市泉図書館子供図書室の紹介  

・平成２１年仙台市唯一の「子供図書室」としてオープン   

・蔵書約５４万冊のうち、約２６万冊が児童書  

２子供図書室が備えていなければならない基本条件の説明（松岡享子氏の講演より）  

・子どもが安心して自由でいられる空間  ・ある基準で選ばれた蔵書  

・子どもと本の仲立ちをする大人の存在   
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３泉図書館の取組紹介  

４絵本読み聞かせのポイント  

◎読み聞かせ実演  

 『どんどこももんちゃん』（裏表紙まで作品）  

『びっくりまつぼっくり』（導入の工夫）  

『ふゆめがっしょうだん』『まめまきバス』（選書の工夫）  

『しんぶんしでおるぼうし』（選書の工夫）  

  ５紙芝居の演じ方のポイント  

    ◎紙芝居実演『あんもちみっつ』  

  ６貸し出し用支援パックの紹介  

    ◎手袋シアター実演                                                 

   ７まとめ  子どもと本の仲立ちをする大人の存在について   

２  お話し（素話）の実践演習  

  お話しの成り立ち、種類、特徴について知る。  

  各自選んだお話しをグループごとに発表し合う。自己評価・相互評価を行う。  

３  絵本の読み聞かせ演習①  （自己評価・相互評価を実施）  

０１２歳児用絵本の中から 1 冊を選びグループごとに読み聞かせを行う。  

＊主に参加型の絵本が多く、子どもとのやり取りも評価の視点とした。   

４  絵本の読み聞かせ演習②  （自己評価・相互評価を実施）  

  絵本の成り立ち、種類、特徴について知る。  

絵本と児童文学の違いについて知る。  

以上児用絵本の中から１冊を選びグループごとに読み聞かせを行う。  

５  紙芝居の実演  

紙芝居の成り立ち、特徴、演じ方について知る。  

選んだ紙芝居を演じて自己評価・相互評価を行う。  

６  絵本の読み聞かせ部分実習活動案の作成    

７  絵本５０冊リストの作成（図１参照）  

 絵本を５０冊読みリストを作成する。対象年齢、ジャンル、季節 、キーワードなど、

自分なりの観点で分類・整理してリストを作成する。記載内容は、①絵本名②作者（文・

絵）③出版社（価格）④対象年齢⑤季節⑥キーワード⑦所在⑧メモの８項目とした。  
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図１  

 

＜令和４年度の実践＞  

 令和４年度は、令和２年度・３年度と同時数を同内容で実施した。しかし、初回に実施

していた「図書館主査によるレクチャー」を最終回（７時間目）に実施した。  

実施後の学生の感想を見ると、初回に実施した時よりも司書の方の技術の高さや、取扱

いの工夫の意図に言及した感想が多く見られた。素話・紙芝居・絵本について、その成り

立ちや種類、扱い方について一通り学習し、自分でも演習を行った後に実施する方が、司

書の実演から学ぶ視点に深まりが見られることが分かった。  

 ＜学生の感想（要約・抜粋）＞  

・声の大きさ、速さなど、聞き手を意識していることが分かった。丁寧に読むことの

大切さを学んだ。  

・「みんな見えるかな？」と自分も問いかけてはいたが、形だけの声掛けであった。

子どもが絵本の世界に入りこめるような環境づくりについて学ぶことが出来た。  

・本の持ち方、めくり方、紙芝居の抜き差しなど、プロだなあと思った。何百冊も何

回も読んでいるのだなあと思った。子どもの「初めての体験（初見）を大切にして

丁寧に読むことが大切」という言葉が心に残った。  

・自分は読むことに必死だった。言葉の意味やイメージを広げさせるような工夫、絵

本の楽しさを最大限に生かすような工夫が出来たら、子どもも自分ももっと楽しい

だろうなと先生の読み聞かせを聞いて思った。  

（２）２学年時「子どもと言葉」における実践  

 令和４年度は、２学年前期開講「子どもと言葉」においても図書館と連携した授業を実

施した。  

１  絵本の読み聞かせ活動案の作成  
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本学の２年生は、例年６月に保育所実習Ⅰ、Ⅱ、７月に施設実習、１０月に幼稚園教

育実習を行っている。学生には、保育所実習、幼稚園教育実習の事前指導として絵本の

読み聞かせを中心活動とした（半日・全日）実習の活動案を課している。  

２  「絵本読み聞かせの記録」の作成  

実習終了後には、実際に実習で行った絵本の読み聞かせについて振り返り『読み聞か

せの記録』＜図２参照＞を記入させた。記入する内容は「１タイトル２あらすじ３導入

の工夫４読み聞かせの工夫５子どもの反応」である。毎年冊子にまとめ、実習報告会資

料として配布し後輩の１年生にも紹介している。  

＜図２＞  

 

 ３  泉泉図図書書館館現現場場研研修修  

保育所実習（６月実施）と幼稚園教育実習（１０月実施）の間に、実際に泉図書館に

伺っての研修（７月）を実施した。内容は「保育用絵本の選び方と取扱い方・図書館所

有の児童文化財の紹介及び取扱い方」についてである。実際に絵本・紙芝居・パネルシ

アターを演じていただいた。更に図書館の蔵書（バックヤード・移動図書館含む） や、

子ども図書室で本を読む母子の様子を目にしたり、図書館所有の「児童文化財支援パッ

ク」を実際に手にしたりすることができた。保育所実習直後であったため、子どもの姿

を想定しながら絵本や手袋シアターを真剣に選ぶ姿が見られた。  

 ＜＜泉泉図図書書館館子子供供図図書書室室研研修修＞＞   ２２００２２２２年年７７月月１１５５日日実実施施  

保育用絵本の選び方と取扱い方・図書館所有の児童文化財の紹介及び取扱い方  

       ～絵本・紙芝居・パネルシアター等を通して～  

１．赤ちゃん絵本の紹介実演  食べ物：「いちご」「くだもの」生活：「おつきさま」 

遊び：「だるまさんが」大型絵本  
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２．赤ちゃん紙芝居の紹介実演「はい、タッチ」「はーい！」「よいしょよいしょ」 

３，絵本とわらべ歌・てあそび実演  「へっこぷっとたれた」等  

「あかちゃんのわらべうたあそび」等  

４．パネルシアターを演じる際の注意  パネルシアター実演「星のクリスマス」  

５．支援パックの活用    「パネルシアター」・手袋シアター（グループごと）  

６．図書館見学        子供図書室  開架・バックヤード  移動図書館  

  ２学年時における図書館現場研修は、実演と見学・紹介を中心にお願いした。保育所

実習で未満児の実態に触れ、その対応に悩んでいた学生も多かったため、赤ちゃん絵本

や紙芝居、手遊びを中心に実演していただいた。学生からは、「読み聞かせとは、子ど

もたちに伝えるものではなく、絵本と子どもを繋げるものだという新しい発見があった」

との感想が得られた。  

すでに図書館を訪れたことがある学生もいたが、まずは現場研修で全員に図書館を利

用するメリットを実感させたいと考えた。単に児童文化財の支援パックや絵本を借りる

ことに留まらず、数ある選択肢から選ぶ、関連する内容のものを探す、専門家からアド

バイスをいただくといった体験ができるのが図書館である。バックヤードや移動図書館

まで見学させていただき、どのような視点で選書しているかというお話しも伺うことが

できた。図書館研修後の学生の感想には、「活動案を書くにあたって、ネット検索すれ

ばピンポイントで情報は得られるが、子どもと自分（保育者）のオリジナリティがある

ものを目指せるようになりたいと思う。」という記述が見られた。  

（３）「実習報告会」における指導・助言  

  本学では、２年生が１年生に向けて「実習報告会」を行っている。今年度は、 ７つの

グループに分かれ、それぞれ持ち時間２０分の実践発表を行った。 筆者が担当した「お

はなしグループ」の発表内容は、次のようなものであった。  

◎児童文化財の種類と特徴についての説明  ◎大型絵本「もこもこもこ」読み聞かせ  

◎手作り手袋シアター「お弁当バス」実演   ◎自作紙芝居の実演   

学生から泉図書館主査の先生を報告会に招待したいという声があがった。当日予定が

合わず、１週間前のリハーサルにおいでいただくことが出来た。そのため期せずして報

告会に向けての指導助言をいただくことが出来た。  

＜いただいた助言＞  
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たくさん練習したことが伝わってきた。手作りの温かみが感じられて良い。絵本も紙

芝居も見る側にとっては、初めて出合うもの。ゆっくりと絵を見る時間を確保してあ

げることが大切。  

＜報告会後の学生の感想＞  

・報告する側になって何をどのようにすればうまく伝わるのかを考え工夫していく

ことの難しさを痛感した。まとまるまでに多くの時間がかかったけれど、仲間や

担当の先生がいたからできたのだと思う。  

 ・説明のみでなく、実際に絵本の読み聞かせや手袋シアター等を行ったことで、具

体的なやり方や工夫について、楽しさを交えながら伝えることができた。  

 ・１年生の感想を見ると、発表したことの意図がうまく伝わっていなかったなと思

った。絵本を読む意味、絵本の選択の意図などをもっと伝えられたらよかった。  

 ・泉図書館の先生からアドバイスをもらって、子どもが楽しめるようなものをつく

ることができたので良かった。  

 後輩の１年生を対象とした「実習報告会」での発表経験は、これまで受け手であった自

分たちが伝える側になることで、改めて図書館主査の先生の伝え方の技術や伝える工夫に

ついて振り返る機会となった。伝えることの難しさ、楽しさを伝える実演の力、意図的な

選書の重要性、自作文化財作成の意味などの気づきが見られ、学びの深まりが読み取れた。  

    

３３ ..  考考察察   

  保育の現場で児童文化財を効果的に活用するためには、つぎの２点が重要であると考え

る。  

①  選ぶ  

令和元年度、２年度に実施した「絵本５０冊リスト」作成の課題においては、ほとんど

の学生がネット上で絵本を検索しリストを仕上げてきていた。実際に書店や図書館等に足

を運び、１冊ずつ本を手に取る学生は限られていた。しかし、今年度は、２６人中泉図書

館子供図書室で選書した学生１５人、本学図書館５人、書店２人、ネット検索４人であっ

た。図書館で司書のアドバイスを受けたり、中には来館していた子どもに実際に読み聞か

せを行ったりと、これまでにない取り組みも見られた。  

児童文化財を実際の保育の現場で活かすためには、実際に手に取り子どもの姿を想定し

ながら選書することが欠かせない。選書にあたって一度に何冊かを読み比べることが出来
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る図書館の存在価値は大きい。ネット上や書店ではできないことである。  

日々児童文化財を扱っているプロである図書館司書と保育を学ぶ学生を繋ぐことは、指

導・助言から知識・理解を得るだけでなく、学生が現場に出てからも教材研究を行う上で

大きな意味をもつものと考える。  

②  繋ぐ  

松岡享子氏は著書『子どもと本』の中で、子どもたちの読書に専門的に関わる「人」

の必要性を説いている。松岡氏の言う子ども図書館が備えるべき基本条件「安心して自由

でいられる空間、ある基準で選ばれた蔵書、仲立ちをする大人の存在」は、そのまま保育

の現場にも当てはまる。  

幼稚園教育要領解説には、選書について「家庭ではどちらかというと自分の興味のあ

るものを中心に見たり、読んだりすることになるが、幼稚園では教師や友達の興味や関心

にも応じていくので幅の広いものとなる。（中略）教師や友達と共に様々な絵本や物語、

紙芝居などに親しむ中で、幼児は新たな世界に興味や関心を広げていく」 とある。また

「幼児は、絵本や物語などの登場人物や生き物、生活や自然などを自分の体験と照らし合

わせて再認識したり、自分の知らない世界を想像したりしてイメージを一層豊かに広げて

いく」とある。保育の現場で保育者が、目の前の子どもたちの興味関心、生活体験等を十

分に考慮して選書することは重要である。さらに、そこから多様な活動（遊び）を展開し

ていくことで、幼児の生活体験を発展・補完していくことができる。絵本を導入としてダ

イナミックな遊び（活動）へと展開していく醍醐味は保育の世界ならではである。  

４４おおわわりりにに  

 本実践にあたって、ご指導、ご協力いただいた仙台市泉図書館子供図書室主査早坂美幸

先生はじめ皆様に深く感謝申し上げます。「絵本５０冊リスト」「絵本読み聞かせの記録」

等の実践については、前東北生活文化大学短期大学部教授（現白百合女子大学教授）三浦

主博氏の授業実践を筆者が引き継いだものである。  

＊参考・引用文献  

1 )  松岡享子著『子どもと本』新潮文庫  

2 )  古橋和夫  編著『保育者のための言語表現の技術』  

3 )  馬見塚昭久著『保育実践に生きる言語表現』  

4 )  文部科学省「幼稚園教育要領解説」  
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2022（令和 4）年度  教育実習の実施状況  
 

 

１１ ..  東東北北生生活活文文化化大大学学   

中学校教諭一種免許状（家庭、美術）／高等学校教諭一種免許状（家庭、美術、工芸）  

教育実習Ⅰ（事前・事後指導を含む。）  
3 週間／実習生 7 名  

 教育実習Ⅱ（事前・事後指導を含む。）  
2 週間／実習生 0 名  

 中学校  高校    中学校  高校  

家庭  0  

4  

家庭  0  0  宮城県立高校 1  
県内私立高校 2  
県外私立高校 1  

美術  
2  1  

美術  0  0  
仙台市立中学校 1  
県外公立中学校 1  

宮城県立高校 1  

 
工芸  0  0  

栄養教諭一種免許状  

栄養教育実習 1 週間／実習生 5 名  

栄養教諭  

小学校  中学校  

3  2  

仙台市立小学校 1  
県外公立小学校 2  

仙台市立中学校 1  
県内公立中学校 1  

 

 

２２ ..  東東北北生生活活文文化化大大学学短短期期大大学学部部   

幼稚園教諭二種免許状  

教育実習 4 週間／実習生 2 5 名  

幼稚園教諭  

幼稚園  幼保連携型認定こども園  幼稚園型認定こども園  

1 3  6  6  

宮城県内 1 0  
県外 3  

宮城県内 6  
宮城県内 5  
県外 1  
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